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KECAK FESTIVAL

祭
仲
間
募
集
中

■祭り人　芸能山城組、祭仲間、ひろばにお集まりのみなさま　  ■主催　芸能山城組ケチャまつり実行委員会　■共催　三井不動産株式会社

■後援　東京都、新宿区、駐日インドネシア共和国大使館、在日ジョージア大使館、駐日ブルガリア共和国大使館

 ■協賛　ビクターエンタテインメント株式会社、株式会社バンダイナムコフィルムワークス  ■特別協力・出演　岩手県奥山行上流餅田鹿踊保存会  

■助け人　福島県舘じゃんがら念佛保存会、愛媛県宮脇獅子保存会、山形多聞 ほか  

■協力　新宿新都心開発協議会、新宿三井ビル商店会、株式会社KU・TRUCK & TYRE・SERVICE ほか

■助成　公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京 【東京ライブ・ステージ応援助成】

■祭り人　芸能山城組、祭仲間、ひろばにお集まりのみなさま　  ■主催　芸能山城組ケチャまつり実行委員会　■共催　三井不動産株式会社

■後援　東京都、新宿区、駐日インドネシア共和国大使館、在日ジョージア大使館、駐日ブルガリア共和国大使館

 ■協賛　ビクターエンタテインメント株式会社、株式会社バンダイナムコフィルムワークス  ■特別協力・出演　岩手県奥山行上流餅田鹿踊保存会  

■助け人　福島県舘じゃんがら念佛保存会、愛媛県宮脇獅子保存会、山形多聞 ほか  

■協力　新宿新都心開発協議会、新宿三井ビル商店会、株式会社KU・TRUCK & TYRE・SERVICE ほか

■助成　公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京 【東京ライブ・ステージ応援助成】

ゴーゴー  ひ ろ ば



芸
能
山
城
組
創
流
五
十
周
年
記
念
ケ
チ
ャ
ま
つ
り

に
、
よ
う
こ
そ
お
こ
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

芸
能
山
城
組
は
今
か
ら
50
年
を
遡
る
1
9
7
4

年
、
バ
リ
島
人
以
外
に
よ
る
〈
ケ
チ
ャ
〉
の
全
編
上
演

に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
こ
と
を
機
に
誕
生
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
共
同
体
群
衆
芸
能
の
精
髄
ケ
チ
ャ

を
中
核
に
据
え
、〈
未
来
の
ま
つ
り
の
原

プ
ロ
ト
タ
イ
プ

型
の
創
造
〉

を
掲
げ
て
”

ケ
チ
ャ
ま
つ
り”

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
半
世
紀
、バ
リ
島
の
ガ
ム
ラ
ン
、ジ
ェ
ゴ
グ
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
や
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
民
族
合
唱
、
日
本
の

み
ち
の
く
の
太
鼓
、
そ
し
て
芸
能
山
城
組
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
集
大
成
し
た
こ
の
祭
り
は
、
新
宿
の
真

夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
な
が
ら
、
最
大
級
の

お
で
か
け
情
報
サ
イ
ト
〈
ウ
ォ
ー
カ
ー
プ
ラ
ス
〉
夏

の
人
気
夏
祭
り
ラ
ン
キ
ン
グ
で
東
京
都
の
１
位
を
獲

得
す
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

今
年
の
ケ
チ
ャ
ま
つ
り
の
テ
ー
マ
は
、《
絆
の
脳

機
能
が
炸
裂
す
る
祝
祭
空
間
》
で
す
。〈
絆
の
脳
機

能
〉
と
は
、〈
気
配
〉、〈
以
心
伝
心
〉、〈
阿
吽
の
呼
吸
〉

な
ど
を
司
る
脳
の
働
き
で
、
生
命
と
生
命
、
人
と
人

と
を
直
接
結
び
つ
け
る
こ
の
脳
機
能
は
、
だ
れ
に
も

生
ま
れ
つ
き
具
わ
っ
て
い
る
本
来
の
も
の
で
す
。
と

り
わ
け
、
猛
烈
な
速
さ
の
16
ビ
ー
ト
の
リ
ズ
ム
を
指

揮
者
な
し
で
実
現
す
る
ケ
チ
ャ
は
、
こ
の
〈
絆
の
脳

機
能
〉
の
精
華
を
だ
れ
も
が
実
感
で
き
る
特
別
な

芸
能
で
す
。

さ
ら
に
ケ
チ
ャ
は
、
人
び
と
が
自
他
の
垣
根
を
超

え
て
心
と
力
を
あ
わ
せ
演
じ
奏
で
る
こ
と
で
、
忘
我

と
恍
惚
の
境
地
を
生
み
出
し
、
こ
ぞ
っ
て
魂
を
天
外

に
翔
ば
す
究
極
の
群
衆
芸
能
で
も
あ
り
ま
す
。
深
刻

な
「
諍
い
」
や
「
分
断
」
に
よ
っ
て
地
球
の
危
機
が

加
速
さ
れ
て
い
る
現
在
、
そ
れ
ら
を
克
服
し
人
間
本

来
の
〈
絆
の
脳
機
能
〉
を
取
り
戻
す
契
機
と
な
り

う
る
ケ
チ
ャ
実
践
の
意
味
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
貴

重
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
信
じ
ま
す
。

創
流
五
十
周
年
を
迎
え
、
私
た
ち
芸
能
山
城
組

は
今
、
こ
う
し
て
ケ
チ
ャ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
、
原
点
に
立
ち
返
っ
て
あ
ら
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
ろ
う
と
、
こ
の
初
夏
、
８
年
ぶ
り
に
、

C
O

V
ID

-19
で
中
断
し
て
い
た
バ
リ
島
研
修
合
宿

を
復
活
し
ま
し
た
。
合
宿
中
、
ガ
ム
ラ
ン
や
ジ
ェ
ゴ

グ
、
ケ
チ
ャ
な
ど
超
絶
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
間
近

に
体
感
す
る
と
と
も
に
、
バ
リ
島
が
誇
る
名
手
の

方
々
か
ら
直
々
に
入
念
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
絆

の
脳
機
能
が
育
ま
れ
、
発
揮
さ
れ
る
バ
リ
島
社
会
に

驚
き
つ
つ
、
明
る
い
未
来
を
確
信
し
ま
し
た
。

バ
リ
島
か
ら
帰
っ
た
の
ち
、
平
日
も
連
日
の
よ
う

に
集
ま
っ
て
は
芸
を
磨
き
、
東
中
野
の
山
城
組
稽
古

場
の
使
用
希
望
の
調
整
に
苦
労
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

特
に
、
初
参
加
の
祭
り
仲
間
も
含
め
、
若
い
世
代
の

モ
ラ
ル
は
高
く
、
気
迫
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
、
原
点
と
な
る
師
匠
の
芸
を
忠
実
に
受
け

継
ぎ
徹
底
的
に
技
を
磨
く
と
い
う
真
摯
な
取
り
組
み

は
、
着
実
に
稔
り
を
結
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

こ
れ
を
原
動
力
に
、
す
べ
て
の
演
目
の
稽
古
と
祭
り

の
運
営
が
力
一
杯
進
め
ら
れ
、
か
つ
て
な
い
レ
ベ
ル

で
共
同
体
芸
能
の
真
髄
を
お
披
露
目
で
き
る
手
ご
た

え
が
日
を
追
う
ご
と
に
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

ケ
チ
ャ
を
は
じ
め
人
類
が
育
ん
で
き
た
極
上
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
聚あ

つ

め
、〈
絆
の
脳
機
能
〉
を
体
で

感
じ
ら
れ
る
祝
祭
空
間
を
創
り
出
す
〈
ケ
チ
ャ
ま

つ
り
〉
は
、
い
ま
を
生
き
る
私
た
ち
に
こ
そ
必
要
な

〈
未
来
の
ま
つ
り
〉
の
試
行
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
木

陰
が
涼
や
か
な
風
を
誘
う
こ
の
5
5
H
I
R
O
B
A

で
、
と
も
に
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
祭
り
の
ひ
ろ
ば
を
提
供
し
ご
共

催
く
だ
さ
る
三
井
不
動
産
株
式
会
社
、
創
流
五
十

周
年
へ
の
祝
意
を
込
め
て
格
別
の
ご
協
力
を
た
ま
わ

り
ま
し
た
岩
手
県
奥
州
市
奥
山
行
上
流
餅
田
鹿
踊

保
存
会
を
は
じ
め
と
す
る
み
な
さ
ま
、
そ
し
て
長
き

に
わ
た
り
ケ
チ
ャ
ま
つ
り
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
み
な
さ
ま
に
、
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
御
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

芸
能
山
城
組
ケ
チ
ャ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

委
員
長

　
谷
島

　
昭

ご
挨
拶バリ島の巨竹アンサンブル〈ジェゴグ〉の演奏と手ほどき

みちのくの太鼓 華の競演〈じゃんがら念佛踊り〉〈鹿
ししおどり

踊〉
					     　　（２〜４日のみ）

ジョージア伝統合唱・ブルガリア民族合唱

大道芸　元祖山城流バナナマン

バリ島の青銅の交響楽〈ガムラン〉の演奏と踊り

バリ島の呪術的合唱舞踊劇〈ケチャ〉

ケチャまつりのご感想を下の

コードからお寄せください。

「ケチャや民族合唱を一緒にや

りたい」「まつり創りに加わりた

い」「芸能山城組をもっと知りた

い」という方もお気軽にアクセ

スしてください。

7月	31日（水/宵宮 ) 公開リハーサル

			   16 時〜 21 時

８月	1日	（木）	 16 時〜 21 時

８月	２日	（金）	 15 時〜 21 時

８月	３日	（土）	 15 時〜 21 時

８月	４日	（日）	 14 時〜 20 時

※天候のなどの都合により開催時間や演目は変更することがあります。

こちらからご確認ください。

開催時間と主な演
だ

しもの

縁日も展開します

あわせてお楽しみください

【開催時間（予定）】 【演 目】



Welcome Message 
Welcome to the Kecak Festival, celebrating the 50th anniversary of Geinoh Yamashirogumi.

Geinoh Yamashirogumi was founded in 1974, 50 years ago, upon achieving the world's first successful full-length 
performance of "Kecak" by non-Balinese performers. Kecak embodies the essence of community-based group 
performing arts. Centered around this art form, we launched the "Kecak Festival" with the aim of creating a "prototype 
for future festivals.” Over the past half-century, this festival has evolved to feature Balinese gamelan and jegog, Bulgarian 
and Georgian folk choral music, Japanese Michinoku drums, and original works by Geinoh Yamashirogumi. It has 
become a beloved midsummer tradition in Shinjuku, earning the distinction of Tokyo’s most popular summer festival by 
"Walker Plus," the largest excursion information site.

This year’s festival theme is "A festive space where the brain function of kizuna (bonds) explodes.” The "brain function 
of kizuna" refers to the brain’s ability to control "presence (kehai)," "mind-to-mind communication (ishin-denshin)," and 
"unconsciously harmonized breath and cooperation (a-un no kokyu).” This function, inherent to all humans, directly 
connects life to life and people to people. Kecak, in particular, is a special art form that allows everyone to experience 
the essence of this "brain function of kizuna" through its extremely fast and precise 16-beat rhythm performed without a 
conductor.

Kecak is also the ultimate crowd-based performing art, where individuals transcend the boundaries of self and others, 
uniting their hearts and powers to perform. It creates a state of ecstasy and enthusiasm, lifting their souls soaring to 
the heavens. As the globe faces accelerating crises due to serious frictions and divisions, we believe that the meaning 
of practicing Kecak has become more precious than ever, as it offers an opportunity to overcome such challenges and 
restore the "brain function of kizuna" intrinsic to human beings.

In our 50th anniversary year, we, Geinoh Yamashirogumi, are grateful to be able to engage in Kecak under such 
circumstances. Aiming to return to our roots to make a fresh start for the future, we had a training camp in Bali in 
early summer, first time in eight years due to COVID-19. During the camp, we felt and saw in our bodies transcendent 
performances of gamelan, jegog, Kecak, and others. We also received direct and intense instructions from the masters of 
the Balinese art, the pride of Bali. What we witnessed there was the amazing Balinese society where the brain function of 
kizuna was nurtured and fully exercised, of which experience made us confident in a bright future.

After returning from Bali, we continued almost daily gathering and practicing to refine our performances even with 
some difficulties in coordinating the use of our rehearsal hall in Higashi-Nakano, Tokyo. The morale of the younger 
generation, including first-time festival participants, is especially high and full of spirit. Every one of them has been 
making earnest efforts to faithfully inherit the art of their masters as the point of origin and thoroughly hone their 
skills. Such efforts are steadily bearing fruit. With this as a driving force, the training of all the performances and the 
management of the festival are being carried out at a high level, leading us to feel more and more confident that this 
year’s Kecak Festival can showcase the essence of performing arts of community at an unprecedented level.

The Kecak Festival brings together the finest performances nurtured by humanity and creates a festive space where 
people can experience the "brain function of kizuna" in their bodies. This is nothing less than a trial run for the "festival 
of the future," essential for those of us living in the present time. We hope you will enjoy the festival to your heart's 
content at 55 HIROBA, where the shade of the trees invites a cool breeze.

Lastly, we would like to express our sincere appreciation to Mitsui Fudosan Co., Ltd. for co-sponsoring and providing 
the festival plaza, the Okuyama Gyojyo-ryu Mochida Shishi Odori Preservation Society of Ohshu City, Iwate Prefecture, 
all others who have provided us with generous cooperation in celebrating our 50th anniversary, and everyone who has 
supported the Kecak Festival over the years.

YAJIMA Akira
Director General, Geinoh Yamashirogumi Kecak Festival Executive Committee 

Schedule (tentative) Programs
Bali's giant bamboo ensemble "Jegog": performance and instruction to the 
audience

Michinoku Taiko Drumming – brillante competition: 
"Jangara Nenbutsu Odori" and "Shishi Odori (Deer Dance)"
					      (only on Fri. through Sun.)
Georgian Traditional Chorus, Bulgarian Folk Chorus 
Street performance – Banana-man, the original Yamashiro style

Performance and dance of Balinese bronze symphony "Gamelan" music
Kecak, the Balinese magical choral dance-drama

July 31 (Wed) 
“Yoimiya” / Open Rehearsal
			   4:00 p.m. - 9:00 p.m.

August 1 (Thu)	 4:00 p.m. - 9:00 p.m.

August 2 (Fri)		 3:00 p.m. - 9:00 p.m.

August 3 (Sat)		 3:00 p.m. - 9:00 p.m.

August 4 (Sun)	 2:00 p.m. - 8:00 p.m.

Performances and schedule are subject to change due to weather and other reasons. 
Please check our social media for the updates.

Schedule and Major Programs

We are grateful if you use the code below 
to send us your impressions of the Kecak 
Festival. If you are willing to play Kecak 
or sing chorus together, participate in 
the festival creation or learn more about 
Geinoh Yamashirogumi, please feel free to 
contact us also through the code.

A Japanese-style fair, 
"ennichi", will also be held. 

Please enjoy.
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「
ケ
チ
ャ
ま
つ
り
」
の
意
味

（
第
三
十
八
回
ケ
チ
ャ
ま
つ
り
ガ
イ
ド
か
ら
）

辻
井 

喬

　
未
来
の
祭
り
の
原
型
創
造
と
い
う
挑
戦
的
な

目
標
を
か
か
げ
た
ケ
チ
ャ
ま
つ
り
も
、
今
年
で

三
十
八
回
目
を
む
か
え
る
。
長
い
あ
い
だ
、
バ
リ

島
の
呪
術
的
芸
能
の
典
型
で
あ
る
ケ
チ
ャ
を
演
じ

歌
う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
合
唱
団
に
よ
っ
て
も

不
可
能
な
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
。

　
た
し
か
に
、
こ
れ
は
極
め
て
土
俗
的
な
芸
術
で

あ
り
、
リ
ズ
ム
も
特
異
で
多
元
的
で
あ
る
し
、
発

声
に
対
す
る
西
欧
的
発
想
に
よ
っ
て
は
、
演
奏
不

可
能
と
い
っ
て
い
い
部
分
を
本
質
的
に
持
っ
て
い

る
音
楽
で
あ
る
。
そ
れ
を
見
事
に
再
現
し
て
み
せ

た
の
は
、
芸
能
山
城
組
の
方
法
論
の
勝
利
で
あ
っ

た
。
彼
等
に
こ
の
挑
戦
を
試
み
さ
せ
た
の
は
、
地

域
共
同
体
の
崩
壊
と
共
に
姿
を
消
し
た
日
本
の
祭

り
に
復
古
的
で
は
な
い
再
生
の
灯
を
点
じ
た
い
と

す
る
組
員
達
の
思
想
と
情
熱
で
あ
っ
た
。
私
達
は

こ
の
祭
り
の
な
か
に
、
ケ
チ
ャ
の
再
現
を
超
え
て
、

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
可
能
性
を
予
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
既
に
人
間
疎
外
の
克
服
の

一
原
型
で
あ
る
。
主
体
性
を
創
造
し
つ
つ
共
同
体

を
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
見
事
に

示
し
た
ア
ー
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ケ
チ
ャ
ま
つ
り
は
近
代
文
明
に
対
す

る
最
も
ラ
ヂ
カ
ル
な
問
い
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

＊
辻
井
喬
先
生
が
二
〇
一
三
年
ご
逝
去
さ
れ
た
た
め
、
第
三
十
八
回

ケ
チ
ャ
ま
つ
り
ガ
イ
ド
か
ら
、
再
掲
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

芸能山城組 ケチャまつり

1974		 バリ島人以外による世界初のケチャ全編上演成
功を機に「芸能山城組」創流（組頭山城祥二）

1976		 LP『恐山／銅之剣舞』、『地の響』（ビクター音楽
産業（当時））

1977		 第3弾LP『やまと幻唱』
1978		 群芸「鳴神」初演（以後、50回以上上演）
1979		 第5弾LP『芸能山城組ライブ』が日本レコード

大賞企画賞を受賞

1970
年代

1976		 未来のまつりの原
プロトタイプ

型を実験する「第１回ケチャま
つり」(新宿三井ビル55HIROBAのイベント募
集で採用、以後同会場で毎年継続開催）

1977		 第2回ケチャまつりで、祭りの時間・空間構成
の骨格が固まる

1978		 第1回春日井ケチャまつり（愛知県、第12回ま
で毎年開催）

1981		 祝祭芸能研究所・文明科学研究所設立
1983		 組頭、アフリカ イトゥリ熱帯雨林でムブティ・ピ

グミー人調査

1984		 第1回バリ島研修合宿（以後隔年実施）
1986		 第10弾 LP/CD『輪廻交響楽』．CDエスニック

サウンドシリーズ（現 JVCワールドサウンズ）制
作協力

1987		 コートジボワール国際仮面祭に日本代表として
参加．グルジア共和国招聘公演．「プログラムさ
れた自己解体モデル」を発表（科学基礎論学会）

1988		 アニメ映画「AKIRA」（大友克洋監督 )の音楽．
第12弾LP/CD『交響組曲アキラ』

1989		 AKIRAの音楽が日本アニメ大賞最優秀音楽賞を
受賞．ブルガリア ブルガス国際伝統音楽祭に日本
代表として参加．大橋 力著『情報環境学』刊行

1980
年代

1980		 第5回ケチャまつり
1981		 第６回ケチャまつり（三井不動産㈱創業40周

年記念事業）．第1回小手指ケチャまつり（埼玉
県、第5回まで毎年開催）

1985		 第10回ケチャまつり
1986		 第１回つかしんケチャまつり（兵庫県、第6回ま

で毎年開催）

1987		 第1回光が丘ケチャまつり（東京都練馬区、第
4回まで毎年開催）

1988		 青函博ケチャまつり（青森EXPO’88）

1990		 第14弾CD『翠星交響楽』．国際花と緑の博覧会
協会催事ランドスケープ・オペラ「ガイア」音楽創作・
演出・出演．第１ 回グルジア国際文化賞受賞

1991 		 国際学会でハイパーソニック・エフェクト発表
1992		 組頭、バリ州政府から文化勲章 “Penghargaan 

Dharma Kusuma”を外国人として初受章

1993		 バリ・アートフェスティバルに招待され、ケチャ、
ジェゴグ、ガムランの演奏を披露

1994		 ケチャ日本公演 ’94に協力
1996		 インドネシア熱帯雨林調査. モンゴル調査. JR

仙台駅「みちのくエキコン」演出協力（５年間、
計32回開催）

1990
年代

1990		 第15回ケチャまつり．花博ケチャまつり（国際
花と緑の博覧会）

1991		 第1回吉祥寺ケチャまつり（東京都武蔵野市、
第2回まで開催）

1992		 第17回ケチャまつりにバリ州知事来訪

1994		 ザ・モール周南ケチャまつり（山口県）
1995		 第20回ケチャまつり
1997		 第22回ケチャまつり（インドネシア・日本友好

祭 ’97参加）

芸能山城組 ケチャまつり

2000		 超高周波による基幹脳活性化効果を論文発表
（Journal of Neurophysiology）

2002		 バリ島トランス時の脳機能の劇的変容の実在を
証明（Clinical Neurophysiology）

2003		 バリ・アートフェスティバルに招待され、『交響
組曲AKIRA』ライブ演奏 .大橋 力著『音と文明』
刊行

2005		 創流30周年記念全国大会 in バリ島
2006		 大橋 力著「脳のなかの有限と無限」（『科学』連

載～2015）

2009		 カメルーン熱帯雨林バカ・ピグミー人調査

2000
年代    

2000		 第25回ケチャまつり

2005		 第30回ケチャまつり
2008		 第33回ケチャまつり（日本インドネシア友好50

周年記念事業）

2009		 第34回ケチャまつりで、初のハイパーソニック・
野外ライブ演出（以後継続）

2014		 芸能山城組のハイレゾ音源配信開始. 創流40
周年記念バリ島大会

2016		 ハイレゾ音源『Symphonic Suite AKIRA 2016 
ハイパーハイレゾエディション』

2017		 米国でLP版『交響組曲AKIRA』発売．大橋 力
著『ハイパーソニック・エフェクト』刊行

2018		 NHKスペシャル『東京リボーン』（～2021）テー
マ音楽協力

2019		 大橋 力著「利他の惑星・地球」（『科学』連載
～2022）．組頭がSuksma Bali Award受賞

2010
年代

2011		 第 36回ケチャまつり(東日本大震災復興祈願 )
2014		 創流40周年記念ケチャまつり
2015		 第40回記念ケチャまつり
2016		 第41回ケチャまつりで、来場者フォトコンテス

ト（～2017）

2018		 第43回ケチャまつり（日本インドネシア国交樹
立60周年記念事業）

2019		 第44回ケチャまつり（日本・ブルガリア「３つ
の周年」記念事業）

2021		 新楽器・杰
じぇごぐ

極によるシリーズコンサート開始（以
後継続）

2022		 Bali World Culture Celebration 2022に『交響
組曲AKIRA』で映像参加（YouTube）

2024		 創流50周年記念バリ島研修合宿

2020
年代

2020		 コロナ禍によりケチャまつり休止（～2022）
2021		 日本最大級のおでかけ情報サイト・ウォーカープ

ラスで人気夏祭りランキング（東京都）1位

2023		 第45回記念ケチャまつり（４年ぶり開催）
2024		 創流50周年記念ケチャまつり

ケチャまつりの歩み

1992年 吉祥寺ケチャまつり1992年 吉祥寺ケチャまつり1976年 第１回新宿ケチャまつり1976年 第１回新宿ケチャまつり 1986年 新宿ケチャまつり1986年 新宿ケチャまつり
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
芸
術
大
学
元
学
長

イ
・
マ
デ
・
バ
ン
ダ
ム

ケ
チ
ャ
ま
つ
り
に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ま

「
ケ
チ
ャ
ま
つ
り
ガ
イ
ド
」
に
寄
稿
さ

せ
て
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
す
。
文
化

の
祭
典
と
芸
術
表
現
の
輝
か
し
い
道
し

る
べ
で
あ
る
ケ
チ
ャ
ま
つ
り
は
、
私
た
ち

が
心
に
抱
い
て
い
る
芸
術
、
文
化
、
伝
統
、

精
神
性
な
ど
の
価
値
を
目
に
見
え
る
も

の
に
し
て
く
れ
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

ケ
チ
ャ
ま
つ
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
た

と
え
よ
う
も
な
く

”
魅
力
的”

で
、
世

代
・
階
層
・
背
景
に
か
か
わ
ら
ず
あ
ら

ゆ
る
人
々
を
バ
リ
伝
統
の
魔
法
の
世
界

に
誘
い
ま
す
。
祭
り
に
参
加
す
る
人
々

は
芸
能
を
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
芸

術
性
と
精
神
性
が
融
合
し
た
唯
一
無
二

の
世
界
へ
と
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の

抗
い
が
た
い
魅
力
は
、
内
外
か
ら
訪
れ

る
人
々
を
壮
大
な
文
化
の
旅
路
へ
と
導

か
ず
に
は
お
き
ま
せ
ん
。

ケ
チ
ャ
は
、
叙
事
詩
ラ
ー
マ
ー
ヤ

ナ
の
物
語
を
描
く
バ
リ
の
舞
踊
劇
で

す
。
大
勢
の
男
た
ち
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
に     

”チ
ャ
ッ”

と
唱
え
な
が
ら
踊
る
魅
惑
的

な
世
界
は
、
観
る
者
を
捉
え
て
放
し
ま

せ
ん
。
視
覚
的
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
に
加

え
、
驚
嘆
に
値
す
る
音
の
世
界
が
展
開

し
、
バ
リ
の
精
神
世
界
と
文
化
の
真
髄

を
見
事
に
描
き
出
し
ま
す
。

ガ
ム
ラ
ン
は
、
鍵
盤
打
楽
器
、
太
鼓
、

ゴ
ン
グ
な
ど
、
様
々
な
打
楽
器
で
構
成

さ
れ
た
バ
リ
の
伝
統
的
な
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
す
。
複
雑
な
メ
ロ
デ
ィ
、
リ
ズ
ム
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、
深
い
安
ら
ぎ
と
超
越
者

へ
の
畏
敬
の
念
を
呼
び
覚
ま
し
、
バ
リ

文
化
の
根
幹
に
あ
る
深
い
精
神
世
界
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

ジ
ェ
ゴ
グ
は
ガ
ム
ラ
ン
の
独
特
な
一
形

態
で
、
竹
の
鍵
盤
が
奏
で
る
深
い
共
鳴

音
が
魅
力
で
す
。
バ
リ
島
西
部
を
起
源

と
す
る
ジ
ェ
ゴ
グ
の
演
奏
は
力
強
く
躍

動
的
で
、
爽
快
感
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ゴ
グ
の
文
化
的
背
景
を
紐
解
く
と
、

伝
統
を
守
り
つ
つ
進
化
さ
せ
て
き
た
バ

リ
の
芸
術
家
た
ち
の
革
新
性
と
適
応
力

が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

ケ
チ
ャ
ま
つ
り
で
は
、
日
本
の
芸
能

も
披
露
さ
れ
ま
す
。
伝
統
的
な
太
鼓
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
奏
は
日
本
が
世
界

に
誇
る
芸
術
的
な
財
産
で
す
。
幾
世
紀

に
わ
た
っ
て
伝
承
さ
れ
た
芸
能
は
、
日

本
文
化
と
バ
リ
文
化
が
献
身
、
規
律
、

卓
越
し
た
芸
術
性
を
共
有
す
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
祭
り
は
、
バ
リ
の
精
神

世
界
へ
の
深
い
洞
察
を
呼
び
起
こ
し
て
参

加
す
る
人
々
の
魂
を
豊
か
に
し
、
バ
リ
と

日
本
の
文
化
交
流
の
推
進
と
相
互
の
敬

愛
を
育
む
架
け
橋
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
演
者
と
観
客
と
は
互
い
に
作

用
し
あ
い
、
文
化
的
理
解
と
精
神
的
高

揚
を
共
有
す
る
空
間
を
創
り
出
し
ま
す
。

ケ
チ
ャ
ま
つ
り
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

の
は
バ
リ
文
化
の
真
髄
を
映
し
た
本
物

で
あ
る
こ
と
を
、
強
調
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
見
せ
か
け
は
一
切
な
く
、
み
な
さ
ま

が
目
に
す
る
の
は
す
べ
て
正
真
正
銘
の

伝
統
表
現
な
の
で
す
。
こ
の
「
本
物
で

あ
る
こ
と
」
に
よ
り
、
祭
り
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
み
な
さ
ま
の
体
験
と
が
一
致
し
、
信

頼
感
と
誠
実
さ
が
醸
成
さ
れ
ま
す
。

バ
リ
の
伝
統
芸
術
と
東
京
の
現
代
的

な
活
気
と
が
融
合
し
て
い
る
こ
と
も
、

ケ
チ
ャ
ま
つ
り
を
際
立
っ
た
祭
典
に
し
て

い
ま
す
。
古
来
の
リ
ズ
ム
と
モ
ダ
ン
な

都
市
が
融
合
し
て
独
特
の
雰
囲
気
が
生

ま
れ
、
参
加
す
る
す
べ
て
の
人
々
に
忘

れ
が
た
い
印
象
を
残
す
唯
一
無
二
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
祭
り
は
、
芸
術
が
地
理
的
な
境

界
や
文
化
の
違
い
を
超
え
、
創
造
性

と
精
神
性
を
共
有
す
る
祝
祭
に
よ
っ
て

人
々
の
絆
を
結
ぶ
力
を
も
つ
こ
と
を
証

明
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ケ
チ
ャ
ま
つ
り
の
た
ゆ
ま

ぬ
成
長
に
は
感
銘
を
受
け
ま
す
。
長
年

に
わ
た
り
核
と
な
る
伝
統
を
守
り
つ
つ

新
し
い
要
素
を
取
り
入
れ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
進
化
す
る
こ
と
で
、
常
に
時
代
に

適
合
し
た
魅
力
的
な
祭
り
を
実
現
さ
せ
、

新
し
い
世
代
を
惹
き
つ
け
、
バ
リ
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

バ
リ
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
出
演
者
が
す
べ
て
日
本

人
で
あ
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で

す
。
日
本
人
が
情
熱
を
注
い
で
バ
リ
の

伝
統
芸
能
を
演
じ
る
こ
と
は
、
私
た
ち

が
共
有
し
て
い
る
文
化
的
な
財
産
に
普

遍
的
な
魅
力
と
深
い
影
響
力
が
具
わ
っ

て
い
る
こ
と
の
証
で
も
あ
り
ま
す
。

ケ
チ
ャ
ま
つ
り
は
単
な
る
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
く
、
魂
を
豊
か
に
し
、
バ
リ
と

日
本
の
絆
を
強
め
る
深
遠
な
文
化
体
験

で
す
。
調
和
と
喜
び
の
中
で
、
皆
さ
ん

と
と
も
に
こ
の
祭
り
を
祝
う
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

駐
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
・
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
連
邦
特
命
全
権
大
使

ヘ
リ
・
ア
フ
マ
デ
ィ 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
友
人
の
皆
様

2
0
2
4
年
7
月
31
日
か
ら
8
月
4

日
ま
で
東
京
で
開
催
さ
れ
る
ケ
チ
ャ
ま
つ

り
に
参
加
さ
れ
る
す
べ
て
の
皆
様
に
、
心

か
ら
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
活
気
あ
ふ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文

化
の
祭
典
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統

が
生
み
出
し
た
窮
極
の
美
が
披
露
さ
れ
ま

す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
芸
能
山
城
組
と
の

豊
か
な
文
化
交
流
の
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ

た
こ
の
祭
り
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本

の
文
化
的
な
絆
を
深
め
る
も
の
で
あ
り
、

音
楽
、
美
術
、
舞
踊
、
物
語
の
分
野
で
培

わ
れ
て
き
た
相
互
理
解
の
精
華
で
あ
り
ま

す
。
芸
能
山
城
組
の
創
流
五
十
周
年
を
祝

す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
に
国
境
を
越

え
た
理
解
と
絆
を
育
む
文
化
交
流
が
も
つ

永
続
的
な
力
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
想

い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

文
化
交
流
を
促
進
し
て
い
る
主
催
者
の

方
々
の
献
身
的
な
努
力
に
、
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。
ケ
チ
ャ
ま
つ
り
が
、

文
化
の
調
和
と
絆
の
道
し
る
べ
と
し
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
の
今
後
の
さ
ら
な

る
協
力
と
交
流
を
促
す
も
の
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

成
功
を
収
め
忘
れ
が
た
い
祭
り
と
な
る

こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
特
命
全
権
大
使

マ
リ
エ
タ
・
ア
ラ
バ
ジ
エ
ヴ
ァ

ブ
ル
ガ
リ
ア
ン
ボ
イ
ス
は
世
界
的
に
有

名
で
す
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
は
、
独
特
な
変
化
に
富
ん

だ
民
族
音
楽
で
す
が
、
山
城
組
は
56
年
も

前
か
ら
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
民
族
音
楽
を
日
本

や
世
界
に
紹
介
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
山
城
組
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
日
本

の
文
化
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

ケ
チ
ャ
に
は
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
一
度
で
も
ケ
チ
ャ
を
体
験

し
た
人
に
と
っ
て
共
通
認
識
で
す
。
忙
し

い
日
常
の
中
で
、
”

ケ
チ
ャ
ま
つ
り

“
は
全

て
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
パ
ワ
ー
を
持
っ

て
い
ま
す
。
私
も
山
城
組
の
一
人
の
大
フ
ァ

ン
と
し
て

”
ケ
チ
ャ
ま
つ
り

“
開
催
を
お

祝
い
い
た
し
ま
す
。

駐
日
ジ
ョ
ー
ジ
ア
特
命
全
権
大
使

テ
ィ
ム
ラ
ズ
・
レ
ジ
ャ
バ

ケ
チ
ャ
ま
つ
り
の
開
催
ま
こ
と
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
城
組
は
、
い
つ
も
予
想
や
期
待
を
遥

か
に
超
え
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
多
く
の
フ
ァ
ン
の
心
を
つ

か
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
う
い
う
私
も
、
山
城
組
の
フ
ァ
ン
で

す
。山

城
組
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
心
と
精
神
と

い
え
る
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
と

し
て
も
登
録
さ
れ
て
い
る
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア

民
族
合
唱
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

遠
い
日
本
で
、
人
類
史
の
記
録
と
で
も
い

え
る
そ
の
音
が
聴
け
る
こ
と
は
、
私
た
ち

ジ
ョ
ー
ジ
ア
人
に
と
っ
て
表
現
の
つ
か
な
い

現
象
で
す
。
こ
れ
以
上
に
な
い
喜
び
と
感

動
で
す
。

 

山
城
組
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
ジ
ョ
ー

ジ
ア
人
と
日
本
の
橋
渡
し
に
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。

そ
の
証
拠
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
パ
プ
ア

シ
ュ
ヴ
ィ
リ
国
会
議
長
の
話
が
あ
り
ま

す
。
彼
は
民
族
合
唱
の
名
手
で
も
あ
り
ま

す
が
、
実
は
少
年
時
代
の
1
9
9
0
年
代

の
こ
ろ
、
合
唱
団
の
一
員
と
し
て
日
本
に

訪
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
山
城
組
が
受

け
入
れ
団
体
で
し
た
。
議
長
が
２
０
２
２

年
に
来
日
し
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
際
に
、

ケチャまつりに寄せられた　　応援メッセージ
（順不同・敬称略）　
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私
は
驚
き
が
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
改

め
て
両
国
の
強
い
結
び
つ
き
の
中
に
お
け

る
山
城
組
の
力
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
私
は
A
K
I
R
A
の
大
フ
ァ

ン
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
芸
能
山
城
組

の
思
い
出
は
語
り
始
め
た
ら
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。

い
つ
し
か
山
城
組
を
応
援
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
開
催
も
自
分
の
こ

と
の
よ
う
に
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
僭
越

な
が
ら
、
心
か
ら
大
盛
況
を
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
。

詩 

人
谷
川 

俊
太
郎 

ヒ
ト
は
音
で
音
楽
を
創
り
ま
す
。
音
は

草
木
や
鳥
獣
や
電
子
を
ヒ
ト
が
加
工
し
て

作
り
ま
す
。
地
球
上
の
音
楽
と
呼
ば
れ
る

営
み
を
、
山
城
組
と
大
橋
力
さ
ん
は
科
学

と
人
類
学
の
両
面
か
ら
探
求
し
続
け
て
い

る
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
ハ
イ
レ
ゾ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
ガ
ム
ラ
ン
を
聴
い
て
い
る
と
そ
ん

な
こ
と
を
思
い
ま
す
。

京
都
芸
術
大
学
学
長

京
都
大
学
名
誉
教
授

吉
川 

左
紀
子

バ
リ
島
ウ
ブ
ド
の
庭
園
で
初
め
て
見
た

ケ
チ
ャ
と
超
絶
技
巧
の
ガ
ム
ラ
ン
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
は
、
ま
さ
に

”も
っ
て
い
か
れ
る”

体
験
で
し
た
。
バ
リ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

ケ
チ
ャ
や
ガ
ム
ラ
ン
の
演
奏
は
、「
神
へ
の

祈
り
と
感
謝
」
で
あ
り
、「
わ
ざ
を
磨
き

技
量
を
高
め
る
修
行
」
で
あ
り
、「
村
の

仲
間
と
の
日
常
の
楽
し
み
」
で
あ
り
、
そ

の
す
べ
て
で
も
あ
り
ま
す
。
芸
能
山
城
組

が
、
盛
夏
の
東
京
新
宿
に
出
現
さ
せ
て
き

た
バ
リ
島
の
祝
祭
の
時
空
間
。
バ
リ
の
芸

術
に
敬
意
を
抱
き
つ
つ
、
こ
の
ケ
チ
ャ
祭

り
が
21
世
紀
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
の
祝

祭
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
生
き
続
け

て
ゆ
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

脳
科
学
者

茂
木 

健
一
郎

芸
能
山
城
組
は
日
本
の
希
望
だ
、
夢

だ
！な

ぜ
な
ら
ば
、
山
城
組
が
取
り
組
ん
で

い
る
芸
能
、
そ
し
て
芸
術
ほ
ど
に
、
人
の

心
を
元
気
に
し
、
癒
や
し
、
未
来
に
つ
な

が
る
活
動
は
、
な
か
な
か
な
い
か
ら
。

一
九
八
六
年
、
ハ
レ
ー
彗
星
が
近
づ
い

た
年
に
、
ぼ
く
は
バ
リ
島
に
行
き
、
伝
統

の
ケ
チ
ャ
を
見
て
、
ぶ
っ
た
ま
げ
た
。
感

動
し
た
。
当
時
は
、脳
科
学
者
で
は
な
か
っ

た
が
、
脳
が
打
ち
震
え
る
の
が
わ
か
っ
た
。

は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
。

日
本
で
、
山
城
組
が
、
ケ
チ
ャ
を
や
っ

て
い
る
と
知
っ
て
、
衝
撃
を
受
け
た
。
実

際
に
そ
の
舞
台
を
見
て
、
う
れ
し
さ
で
、

涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
こ
に
は
、
バ
リ
島
で
見
た
ケ
チ
ャ
が
、

ほ
ん
も
の
の
ケ
チ
ャ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

あ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
り
、
し
か
も
続

け
る
こ
と
。
ど
ん
な
に
大
変
な
こ
と
か
、

想
像
で
き
る
。
い
や
、
想
像
で
き
て
い
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

今
年
で
、
創
流
五
十
周
年
と
い
う
の
は
、

大
変
な
こ
と
だ
。
芸
能
山
城
組
に
、
心
か

ら
の
敬
意
を
表
す
る
。
そ
し
て
、「
若
者
」

（
実
年
齢
が
若
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

心
が
若
い
人
も
。
年
齢
に
よ
る
差
別
は
良

く
な
い
か
ら
ね
！
）
に
は
、
ぜ
ひ
山
城
組

の
活
動
に
触
れ
て
ほ
し
い
。
そ
こ
に
は
、

ほ
ん
も
の
が
あ
る
し
、
感
動
が
あ
る
か
ら
。

ち
ゃ
っ
、
ち
ゃ
っ
、
ち
ゃ
っ
、
ち
ゃ
っ
、

と
か
言
い
な
が
ら
、
み
ん
な
で
踊
る
ん
だ

か
ら
ね
え
。
あ
ん
な
も
の
が
世
の
中
に
あ

る
と
い
う
こ
と
が
凄
い
し
、
芸
能
山
城
組

が
そ
れ
を
ず
っ
と
続
け
て
い
る
こ
と
も
、

ま
た
凄
い
。

あ
の
熱
い
祭
り
で
世
界
が
よ
み
が
え
っ

た
思
い
が
あ
る
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
ぜ
ひ
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
！

　
そ
し
て
、
応
援
く
だ

さ
い
！

芸能山城組創流五十周年記念 ケチャまつり応援団（五十音順・敬称略）

 ・郵便振替　口座番号　00180-7-109541   ケチャまつり実行委員会

 ・銀行振込　みずほ銀行 中井支店　普通 1723778　ケチャまつり実行委員会

ケチャまつり募金
会場には奉納箱もございます

合原 一幸 東京大学特別教授 /名誉教授　明田川 進 (株) マジック・カプセル 代表取締役社長　麻倉 怜士  デジタルメディア評論家　

浅沼 誠(株)バンダイナムコフィルムワークス 代表取締役社長　新井 良亮(公社)日本鉄道広告協会 会長　池辺 晋一郎 作曲家　石井 幹子(株)

石井幹子デザイン事務所 代表取締役　伊藤 滋 東京大学名誉教授　伊東 順二 プロジェクト・プランナー/美術評論家　イ・マデ・バンダム 

インドネシア国立芸術大学元学長　岩田 廣之 ユニバーサルミュージック 元取締役会長　植田 勝教 ビクターエンタテインメント ( 株 ) 代表

取締役社長　内沼 映二 (一社)日本音楽スタジオ協会 名誉会長　梅若 実桜雪 観世流シテ方・重要無形文化財各個認定 (人間国宝)/日本

藝術院会員　大沢 知之 Office Ohsawa 社長　大竹 美喜 ( 公財 ) 国際科学振興財団 顧問　大友 克洋 映像作家　奥山 秀朗 神楽サ

ロン (有) 代表取締役　小澤 一郎 (一財) 日本地域開発センター顧問 /(公財) 都市づくりパブリックデザインセンター評議員小原 宏貴 いけばな

小原流五世家元　加藤 茂樹 KSM プロゼクト 代表　河合 江理子 京都大学名誉教授　川人 光男 ATR 脳情報通信総合研究所 所長　

神林 恒道 大阪大学名誉教授　北川原 温 建築家/東京藝術大学名誉教授　木下 勝弘 グラフィックデザイナー木下 そんき 日本アコー

ディオン協会 顧問　木下 秀彰 東日本旅客鉄道 (株) 元取締役東京駅長/元静岡県公安委員長　小谷野 進司 KOYANO Sound Lab. 代表　

サリ 須戸 サリツアーズ 創設者・会長　清水 昭 川越リハビリテーション病院長 / NPO 法人 健康医療開発機構 理事長　下原 勝憲 同志

社大学名誉教授　下村 満子 ジャーナリスト/朝日ジャーナル元編集長　瀬名 秀明 作家　高田 英男 日本音楽スタジオ協会常任理事 / サ

ウンドプロデューサー・エンジニア　瀧澤 信（株) サステイナブル・インベスター 代表取締役社長 COO　田中 優子 法政大学前学長・名誉教授 

谷川 俊太郎 詩人　佃 一可 茶道一茶菴家元　ティムラズ・レジャバ 駐日ジョージア特命全権大使　豊島 政實 四日市大学名誉教授

/ (株) 豊島総合研究所 代表　中村 明一 作曲家/尺八演奏家　中村 勝宏 日本ホテル (株) 特別顧問 統括名誉総料理長　野村 昇 埼玉国際

青年を育てる会 理事　馬場 ひかり 舞踊家　原島 博 東京大学名誉教授　ピエール・セルヴィニ 映像作家　廣瀬 通孝 東京大学名

誉教授　藤本 草 (公財) 日本伝統文化振興財団 顧問　藤原 万里 エイマー電器 (株) 代表取締役　前島 慶子 kei クッキングスタジオ主宰 

増田 寛也 日本郵政株式会社 社長　マリエタ・アラバジエヴァ 駐日ブルガリア共和国特命全権大使　見並 陽一 (株) JR 東日本びゅ

うツーリズム＆セールス 顧問　村上 正光 (株) ミュージックバード 代表取締役社長　村上 陽一郎 東京大学・国際基督教大学名誉教授　

茂木 健一郎 脳科学者　本木 克英 日本映画監督協会理事長　安田 喜憲 国際日本文化研究センター名誉教授　山形 多聞 照明プラ

ンナー　山口 昭男 岩波書店 元代表取締役社長　吉川 左紀子 京都芸術大学学長/京都大学名誉教授　米倉 義晴 福井大学名誉教授

ケチャまつりに物心両面の応援を！  ケチャまつり応援団からのお願い

　私たちがそのユニークな活動ぶりにつねづね注目して

おります芸能山城組が、創流五十周年を記念しての“ケ

チャまつり”を催すことになりました。

　早いもので、この“ケチャまつり”が西新宿の高層ビ

ルの谷間に産声をあげてから今年で 46 回目を迎えます。

この間に世の中も大きく変わり、山城組も芸能やイベン

トだけでなく国際交流や調査研究の面でも世界的な業績

をもつようになりました。その成長ぶりには目を見張るも

のがあります。そこで私たちも、この山城組の成長ぶりと

限りなく湧き出るそのエネルギーに呼応し、ここにケチャ

まつり応援団からのお願いを謹んで申し上げる次第です。

　東京砂漠の中に“人間の本来性に基づく共同体”を求

める気持ちは多くの都民の方々に広がってまいりました。

そうしたなかで、現代社会の先端をゆく高層ビル街や商

業地域に、若者達の手で“まつり”を通して伝統的地域

共同体にも劣らない“都市型コミュニティ”を新たに創

り出そうという山城組の試みは、大いに注目に値するも

のと存じます。新宿三井ビルディング 55HIROBAは開

かれた空間で“まつり”の試みにはもってこいなのですが、

入場料を徴収しての公演ではないため、祭りの仕掛けや

装置の製作・運搬その他に要する大きな経費の確保が最

大の難関になっております。山城組の組員諸君はそれぞ

れ仕事やアルバイトに励み、費用を捻出すると張切って

おりますが、それだけではとてもカバーできそうにありま

せん。

　つきましては、毎度あつかましいお願いではございま

すが、皆さまに山城組への物心両面にわたるご支援を賜

りたいと存じます。芸能山城組創流五十周年記念 ケチャ

まつりを、例年以上に盛りたてていこうではありませんか。

皆さまのご期待に応えて彼らが後顧の憂いなくこの有意

義な“まつり”に全力を尽くせますよう、お力添えのほど

切にお願い申し上げます。 

ゴーゴーひろば
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
に
は
、

伝
統
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
支
え
ら
れ
た

魅
力
的
な
祝
祭
芸
能
が
多
彩
に
息
づ

い
て
い
ま
す
。
巨
竹
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

〈
ジ
ェ
ゴ
グ
〉
は
、
豊
か
な
自
然
の
恵

み
を
あ
び
て
育
っ
た
長
大
肉
厚
な
竹

を
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
さ
な
が
ら
に
配

列
し
、
こ
れ
を
叩
い
て
迫
力
の
超
重

低
音
か
ら
軽
や
か
な
高
音
ま
で
５
オ

ク
タ
ー
ブ
を
奏
で
る
打
楽
器
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
す
。

ジ
ェ
ゴ
グ
は
優
に
百
本
を
こ
え
る

竹
筒
の
鍵
盤
を
そ
な
え
、
こ
れ
ら

は
同
じ
音
程
ど
う
し
で
あ
え
て
デ

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
（
微
妙
に
音
程
を
ず

ら
す
こ
と
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
、
演
奏
者
が
息
を
合
わ
せ
て

同
時
に
竹
を
響
か
せ
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
竹
単
独
で
は
出
せ
な
い
重
低
音

や
超
高
周
波
を
生
み
出
し
、
大
地
の

底
か
ら
轟
く
よ
う
な
音
の
う
ね
り
と

な
っ
て
、
私
た
ち
の
魂
の
深
奥
ま
で

を
震
わ
せ
ま
す
。
演
奏
者
た
ち
が
一

体
と
な
っ
て
奏
で
る
ほ
ど
に
豊
か
な

響
き
を
生
み
出
す
ジ
ェ
ゴ
グ
の
仕
組

み
は
、
バ
リ
島
の
強
固
な
伝
統
的
共

同
体
の
絆
を
つ
ち
か
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ジ
ェ
ゴ
グ
の
音
色
は
、

電
子
楽
器
や
打
楽
器
、
人
間
の
声
と

も
融
け
合
い
共
生
調
和
す
る
、
驚
く

べ
き
包
容
力
を
も
ち
ま
す
。
芸
能
山

城
組
は
ジ
ェ
ゴ
グ
の
も
つ
こ
の
潜
在

力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
、
バ

リ
島
伝
統
の
四
音
階
ジ
ェ
ゴ
グ
を
も

と
に
し
た
山
城
組
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
五

音
階
ジ
ェ
ゴ
グ
の
開
発
や
、
こ
れ
に

伴
う
楽
器
骨
格
の
強
化
、
５
音
の
う

ち
の
１
音
を
別
の
竹
に
架
け
替
え
る

こ
と
で
複
数
の
音
律
を
演
奏
可
能
と

す
る
楽
器
改
造
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
工
夫
を
活
か
し
た

作
曲
者
・
山
城
に
よ
る
新
た
な
作
品

の
創
出
に
よ
り
、
ジ
ェ
ゴ
グ
の
中
に

眠
っ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
力
を

次
々
と
顕
在
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ゴ
グ
と
声
、
そ
し
て
超
高
周

波
再
生
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し
た
最
新

の
電
子
音
響
が
融
合
し
た
ハ
イ
パ
ー

ソ
ニ
ッ
ク
・
サ
ウ
ン
ド
を
ど
う
ぞ
お

聴
き
逃
し
な
く
。

『
交
響
組
曲

『
交
響
組
曲
A
K
I
R
A

A
K
I
R
A
』
か
ら

』
か
ら

１
９
８
８
年
公
開
の
ア
ニ
メ
映
画

A
K
I
R
A
の
音
楽
と
し
て
創
ら
れ
ま

し
た
。メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
「
金
田
」
や
「
ク

ラ
ウ
ン
と
の
闘
い
」「
ケ
イ
と
金
田
の

脱
出
」
と
い
っ
た
ジ
ェ
ゴ
グ
が
躍
動
す

る
曲
に
加
え
て
、「
変
容
」
を
C
D
や

配
信
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
ジ
ェ
ゴ
グ

を
使
う
新
ア
レ
ン
ジ
で
演
奏
し
ま
す
。

『
輪
廻
交
響
楽
』
か
ら
「

『
輪
廻
交
響
楽
』
か
ら
「
転転

て
ん
し
ょ
う

て
ん
し
ょ
う

生生
」」

〈
生
命
の
復
活
〉
を
テ
ー
マ
と
す
る

最
終
章
「
転
生
」。
そ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
流
れ
る
〈
転
生
の
テ
ー
マ
〉
は
、
誰

で
も
口
ず
さ
む
こ
と
の
で
き
る
シ
ン
プ

ル
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
、
静
か
で
深
い
感

動
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

『
翠
星
交
響
楽
』
か
ら
「

『
翠
星
交
響
楽
』
か
ら
「
黎黎カ

オ

ス

カ

オ

ス明明
」」

〈
翠
い
星
＝
地
球
〉
を
讃
え
る
こ
の

曲
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
。
ジ
ェ
ゴ
グ
の
生
の

響
き
を
存
分
に
味
わ
え
る
特
別
ア
レ

ン
ジ
で
演
奏
し
ま
す
。

手
ほ
ど
き
コ
ー
ナ
ー

手
ほ
ど
き
コ
ー
ナ
ー

毎
年
大
好
評
の
「
手
ほ
ど
き
コ
ー

ナ
ー
」
も
毎
日
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

自
身
で
楽
器
に
触
れ
、
ジ
ェ
ゴ
グ
の

響
き
の
魅
力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

芸
能
の
宝
庫
と
呼
ば
れ
る
東
北
地

方
に
は
、
内
容
・
形
式
と
も
に
世
界

的
に
傑
出
し
た
芸
能
の
表
現
が
満
ち

溢
れ
て
い
ま
す
。
各
地
域
に
根
差
し

た
魅
力
的
な
芸
能
は
、
縄
文
時
代
か

ら
歴
史
を
重
ね
て
成
熟
し
た
み
ち
の

く
の
伝
統
的
共
同
体
の
精
華
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

じ
ゃ
ん
が
ら
念
佛
踊
り
（
福
島
県

い
わ
き
市
）
は
、
新
盆
の
家
々
を
廻

り
、
太
鼓
と
鉦
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が

ら
歌
い
踊
る
念
仏
踊
り
で
す
。
太
鼓

は
腰
か
ら
膝
に
低
く
吊
る
し
、
先
端

に
白
い
ウ
サ
ギ
の
毛
の
つ
い
た
撥
を

も
ち
、
時
に
大
き
く
腕
を
ふ
り
、
叩

き
な
が
ら
し
な
や
か
に
踊
り
ま
す
。

息
の
あ
っ
た
太
鼓
と
鉦
が
絶
秒
な
リ

ズ
ム
を
繰
り
出
し
、
繰
り
返
さ
れ
る

そ
の
リ
ズ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
次
第
に

熱
気
を
帯
び
て
い
き
ま
す
。

鹿し
し
お
ど
り

踊
（
岩
手
県
奥
州
市
）
は
、
３

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
〈
さ
さ
ら
〉
を
背

負
い
、
太
鼓
を
叩
き
、
唄
い
、
踊
り
、

高
い
芸
術
性
と
独
自
性
を
誇
り
ま

す
。
岩
手
県
の
約
百
組
に
及
ぶ
踊
組

の
中
で
も
ひ
と
き
わ
洗
練
を
極
め
、

芸
能
山
城
組
が
師
匠
と
仰
ぐ
奥
山

行
上
流
餅
田
鹿
踊
保
存
会
の
皆
様
に

特
別
協
力
を
い
た
だ
き
3
日
間
に
わ

た
り
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
す
。
儀
式

的
踊
り
で
あ
る
〈
礼れ

い
に
わ庭

（
一
番
庭
）〉、

〈
後

あ
と
に
わ庭

（
二
番
庭
）〉
と
、
鹿
の
群
れ
の

鋼
の
よ
う
に
強
靭
な
声
、
単
純
に

割
り
切
れ
な
い
リ
ズ
ム
と
ユ
ニ
ー
ク

な
合
唱
形
式
、
そ
し
て
独
特
の
音
律

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
異
次
元
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
。
今
世
紀
初
頭
、
ユ
ネ
ス
コ

の
「
人
類
の
口
承
及
び
無
形
遺
産
の

傑
作
」
第
一
号
に
、
日
本
の
能
や
狂

言
な
ど
と
と
も
に
指
定
さ
れ
、
ひ
と

き
わ
熱
い
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、

南
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
の
国
ジ
ョ
ー
ジ

ア
の
男
声
合
唱
で
す
。
度
重
な
る
他

国
の
蹂
躙
か
ら
豊
か
な
国
土
を
守
り

抜
い
た
歴
史
と
風
土
を
背
景
に
、
強

い
愛
国
心
と
誇
り
高
い
民
族
性
か
ら

生
ま
れ
た
合
唱
は
、
世
界
に
誇
る

ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
至
宝
で
す
。

こ
の
驚
異
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
を
世

界
に
先
駆
け
て
１
９
６
９
年
か
ら
研

究
し
演
奏
し
て
き
た
私
た
ち
の
先
見

性
は
、
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
本
質
を
と
ら
え
、

魅
力
を
再
現
し
た
芸
能
山
城
組
の
歌

声
は
、
現
地
の
合
唱
指
導
者
に
「
サ

カ
ル
ト
ベ
ロ
の
合
唱
は
か
く
の
如
く

歌
え
」
と
い
わ
し
め
ま
し
た
。

現
地
の
合
唱
音
楽
祭
で
ベ
ス
ト
ソ

リ
ス
ト
賞
を
受
賞
し
た
歌
い
手
に
よ

る
「
デ
ィ
ア
ン
ベ
ゴ
」「
チ
ャ
ク
ル
ロ
」、

女
声
ソ
リ
ス
ト
が
加
わ
っ
て
嫋

じ
ょ
う
じ
ょ
う々

と
歌
い
上
げ
る
山
城
組
な
ら
で
は
の

「
オ
ロ
ヴ
ェ
ラ
」
な
ど
、
極
め
つ
け
の

異
次
元
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

＊

鮮
烈
な
サ
ウ
ン
ド
で
人
間
の
魂
を

揺
り
動
か
し
世
界
を
魅
了
す
る
ブ
ル

ガ
リ
ア
ン
・
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
。

こ
の
女
声
合
唱
は
、
実
は
伝
統
的

な
民
謡
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
二
十

世
紀
後
半
以
降
に
作
曲
さ
れ
た
創
作

音
楽
で
す
。
同
国
の
天
才
作
曲
家

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク
ー
テ
フ
は
、
地
方

色
ゆ
た
か
な
農
村
で
歌
い
つ
が
れ
た

土
着
の
民
謡
を
、
ノ
ン
・
ビ
ブ
ラ
ー

主な演
だ

しもの
内容や時間は天候などにより変更することがあります。内容や時間は天候などにより変更することがあります。

芸能山城組 創流五十周年記念

様
子
を
演
ず
る
「
役
踊
り
」
の
傑
作

〈
雌め

じ

し鹿
隠か

く

し
〉、〈
案か

山か

子し

踊お
ど
り〉

を
日
替

わ
り
で
上
演
し
ま
す
。
雌
鹿
隠
し
で

は
、
い
た
ず
ら
な
二
頭
の
鹿
が
雌
鹿
を

隠
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
探
し
て
救

出
し
よ
う
と
す
る
群
れ
の
リ
ー
ダ
ー

と
仲
間
た
ち
の
様
子
が
演
じ
ら
れ
、

案
山
子
踊
で
は
、
里
に
下
り
て
き
て

人
影
ら
し
い
も
の
（
案
山
子
）
を
発
見

し
た
鹿
た
ち
の
様
子
が
演
じ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
静
と
動
、
そ
し
て
格
調
高
い

諧
謔
は
、
能
や
狂
言
に
も
通
じ
ま
す
。

人
と
動
物
が
共
生
す
る
社
会
で
地
域

の
農
民
が
長
い
時
間
を
か
け
て
練
り

上
げ
て
き
た
み
ち
の
く
伝
統
文
化
の

至
芸
を
ど
う
ぞ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ゴ
グ
の

ジ
ェ
ゴ
グ
の
演
奏
と
手
ほ
ど
き

演
奏
と
手
ほ
ど
き

　
　
　
　
A
K
I
R
A

A
K
I
R
A
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
　
　
　
　
　
　

ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
　
　
　
　
　
　    

（
昼
間
）

（
昼
間
）

み
ち
の
く
の
太
鼓
芸
能
　
華
の
競
演

み
ち
の
く
の
太
鼓
芸
能
　
華
の
競
演

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゃ
ん
が
ら
念
佛
踊
り
・

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゃ
ん
が
ら
念
佛
踊
り
・
鹿鹿し

し
し
し

踊踊お
ど
り

お
ど
り　

　
　
　
　

　
　
　
　
　  

（
金
・
土
・
日
の
み
）

（
金
・
土
・
日
の
み
）

ジ
ョ
ー
ジ
ア

ジ
ョ
ー
ジ
ア
（
サ
カ
ル
ト
ベ
ロ
）

（
サ
カ
ル
ト
ベ
ロ
）
伝
統
合
唱

伝
統
合
唱

　
　
　

　
　
　
ブ
ル
ガ

ブ
ル
ガ
リ
ア
民
族

リ
ア
民
族
合
唱
　

合
唱
　
　
　
　
　

　
　
　
　  

（
夕
刻
）

（
夕
刻
）

芸
能
山
城
組
　

14



芸
能
山
城
組
　

芸
能
山
城
組
　

1516

世
界
の
人
々
を
惹
き
つ
け
て
や

ま
な
い
究
極
の
合
唱
舞
踊
劇
〈
ケ

チ
ャ
〉。
神
々
の
島
バ
リ
に
古
く
か
ら

伝
わ
る
呪
術
的
習
俗
サ
ン
ヤ
ン
の
リ

ズ
ム
合
唱
と
、
イ
ン
ド
の
古
代
叙
事

詩
「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」
の
物
語
を
融

合
し
て
、
１
９
３
３
年
に
誕
生
し
ま

し
た
。

バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
様
式
の

荘
麗
な
儀
式
門
を
背
景
に
、
燃
え

さ
か
る
篝
火
を
か
こ
み
大
地
に
円

陣
を
組
ん
で
座
る
半
裸
の
男
た
ち
。

「
チ
ャ
ッ
、
チ
ャ
ッ
」
と
い
う
鋭
い

叫
び
声
か
ら
な
る
４
つ
の
リ
ズ
ム
パ

タ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
猛
烈
に
速

い
16
ビ
ー
ト
。
男
た
ち
は
、
時
に
は

軍
陣
を
な
し
闘
い
合
う
戦
士
た
ち
と

な
り
、
時
に
は
そ
れ
に
抗
す
る
城
塞

に
転
じ
る
な
ど
、
互
い
の
躰
と
躰
と

を
組
み
合
っ
て
、
限
り
な
く
変
容
し

て
い
き
ま
す
。

こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
円
陣
の
中

に
、
煌
び
や
か
な
装
束
や
仮
面
を
ま

と
っ
た
男
女
の
踊
り
手
が
次
々
登
場

し
、
ビ
シ
ュ
ヌ
神
の
化
身
・
ラ
ー
マ

王
子
と
悪
魔
の
王
・
ラ
バ
ナ
と
の
闘

い
を
軸
に
、
古
代
絵
巻
を
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
す
。

男
た
ち
の
円
陣
が
創
り
出
す
、
ひ

と
つ
の
生
き
物
の
よ
う
な
一
糸
乱
れ

ぬ
動
き
と
、
地
上
最
強
の
快
感
の
リ

ズ
ム
・
16
ビ
ー
ト
と
が
渾
然
一
体
と

な
っ
て
高
層
ビ
ル
街
に
現
出
さ
せ
る

異
空
間
は
、
演
者
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
見
る
者
を
も
忘
我
恍
惚
の
境
地

に
誘
い
込
み
ま
す
。

毎
年
、
小
学
生
か
ら
若
者
た
ち
、

円
熟
の
大
人
た
ち
ま
で
、
多
く
の
新

し
い
仲
間
が
ケ
チ
ャ
に
加
わ
り
ま
す

が
、
初
め
て
の
人
で
も
自
然
に
声
と

身
体
が
ケ
チ
ャ
の
16
ビ
ー
ト
に
シ
ン

ク
ロ
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
ケ
チ
ャ

の
醍
醐
味
＝
〈
オ
フ
ラ
イ
ン
同
期
〉。

前
後
左
右
に
座
っ
た
四
人
の
仲
間
た

ち
が
〈
阿
吽
の
呼
吸
〉
で
声
を
出
し

合
い
そ
れ
が
積
み
重
な
っ
て
、
ど
ん

な
に
大
き
な
環
で
も
精
緻
な
リ
ズ
ム

を
成
立
さ
せ
ま
す
。（
19
頁
参
照
）

バ
リ
島
で
直
に
教
え
を
受
け
、
ひ

と
き
わ
迫
力
を
増
し
た
ケ
チ
ャ
を
お

届
け
し
ま
す
。
日
本
で
は
ケ
チ
ャ
ま

つ
り
で
し
か
体
験
で
き
な
い
陶
酔
の

45
分
間
。
ど
う
ぞ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

ト
の
発
声
を
活
か
し
つ
つ
和
声
や
対

位
法
を
導
入
す
る
こ
と
で
高
度
な
芸

術
の
域
に
ま
で
昇
華
さ
せ
ま
し
た
。

ク
ー
テ
フ
と
そ
れ
に
続
く
音
楽
家
た

ち
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
民
族
の
独
自

性
を
際
立
た
せ
た
名
曲
の
数
々
が
世

に
送
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

芸
能
山
城
組
は
、
１
９
６
８
年
に

ブ
ル
ガ
リ
ア
以
外
で
は
世
界
で
初
め

て
こ
の
合
唱
の
再
現
に
成
功
し
て
以

来
、
ビ
ー
ム
の
よ
う
な
声
に
よ
る
ブ

ル
ガ
リ
ア
合
唱
の
精
髄
に
、
日
本
人

の
声
質
や
繊
細
な
歌
い
ま
わ
し
な
ど
、

独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
加
え
て
表
現
し

続
け
て
い
ま
す
。
山
城
組
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
ナ
ン
バ
ー
の
「
陽
は
沈
む
」「
か
め

さ
ん
と
は
り
ね
ず
み
」「
カ
ラ
イ
・
モ
ー

メ
」、
現
代
感
覚
あ
ふ
れ
る
「
ピ
レ
ン

ツ
ェ
の
歌
」
な
ど
、
そ
の
魂
を
ふ
る

わ
せ
る
サ
ウ
ン
ド
を
、
多
く
の
新
し

い
仲
間
を
加
え
て
演
奏
し
ま
す
。

今
日
の
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

隆
盛
の
原
動
力
と
も
い
え
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
青
銅
の
交
響
楽
〈
ガ
ム
ラ

ン
〉。
な
か
で
も
、
バ
リ
島
の
ガ
ム

ラ
ン
は
、
村
落
共
同
体
の
祝
祭
で
の

神
々
へ
の
さ
さ
げ
も
の
と
し
て
、
古

く
か
ら
演
奏
さ
れ
練
り
上
げ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

地
球
上
も
っ
と
も
高
度
な
打
楽
器

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
い
わ
れ
る
バ
リ
島

の
ガ
ム
ラ
ン
は
、「
コ
テ
カ
ン
」
と
い

う
伝
統
的
な
入
れ
子
奏
法
（
奏
者
が

二
人
一
組
で
交
互
に
叩
い
て
ひ
と
つ
の

メ
ロ
デ
ィ
を
演
奏
す
る
技
法
）に
よ
っ

て
、
超
一
流
の
プ
ロ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
に

も
匹
敵
す
る
目
も
く
ら
む
よ
う
に
素

速
い
16
ビ
ー
ト
が
刻
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
わ
ず
か
に
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

を
ず
ら
し
た
２
つ
の
楽
器
を
同
時
に

叩
く
こ
と
で
発
生
す
る
う
な
り
の
効

果
は
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
全
体
で
幾
重

に
も
重
な
っ
て
、
深
み
の
あ
る
複
雑

な
響
き
を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
の
サ

ウ
ン
ド
に
豊
か
に
含
ま
れ
る
耳
に
は

聴
こ
え
な
い
超
高
周
波
成
分
は
、
ハ

イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
フ
ェ
ク
ト
を
発

現
さ
せ
て
美
や
快
を
発
生
さ
せ
る
と

と
も
に
、
深
い
や
す
ら
ぎ
を
も
た
ら

し
ま
す
。

今
回
は
、
本
年
5
月
に
現
地
バ
リ

島
で
直
に
教
え
を
受
け
、
磨
き
を
か

け
た
演
奏
を
お
届
け
し
ま
す
。

器
楽
曲
と
し
て
、
山
城
組
の
ガ
ム

ラ
ン
の
師
匠
で
、
世
界
的
な
ガ
ム
ラ

ン
奏
者
・
作
曲
家
チ
ョ
コ
ル
ダ
・
ア

リ
ッ
・
ヘ
ン
ド
ラ
ワ
ン
氏
に
よ
る
現

代
曲
を
２
曲
演
奏
し
ま
す
。
稲
作
に

と
っ
て
黄
金
と
も
い
え
る
雨
が
ふ
り

そ
そ
ぐ
さ
ま
を
描
く
「
ウ
ジ
ャ
ン
・

マ
ス
（
黄
金
の
雨
）」、
そ
し
て
魅
惑

的
な
フ
レ
ー
ズ
と
あ
ふ
れ
で
る
精
神

性
が
印
象
的
な
「
ヤ
マ
・
サ
リ
」。

炸
裂
す
る
ゴ
ン
グ
を
意
味
す
る
ゴ

ン
・
ク
ビ
ャ
ー
ル
形
式
な
ら
で
は
の

絢
爛
豪
華
な
ガ
ム
ラ
ン
・
サ
ウ
ン
ド

を
た
っ
ぷ
り
と
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
バ
リ
島
の
伝
統
舞
踊
か
ら
、

仮
面
の
舞
が
圧
巻
の
「
レ
ゴ
ン
・
ス

マ
ラ
ダ
ナ
」（
シ
ヴ
ァ
神
と
愛
の
神

ス
マ
ラ
の
レ
ゴ

ン
）
を
演
じ
ま

す
。
優
美
さ
と

野
性
の
き
ら
め

き
が
共
存
す
る

舞
踊
と
繊
細
優

美
な
ガ
ム
ラ
ン

の
協
演
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

第
一
場
面
　
ラ
ー
マ
と
シ
ー
タ
の
登
場
　

　
ラ
ー
マ
王
子
が
、
シ
ー
タ
妃
を
連
れ
て
登
場
。
そ
こ
に
現
れ
た

金
の
鹿
を「
生
け
捕
り
に
し
て
」と
シ
ー
タ
は
王
子
に
せ
が
み
ま
す
。

シ
ー
タ
は
さ
ら
に
ラ
ー
マ
の
弟
ラ
ク
サ
マ
ナ
に
鹿
の
捕
獲
を
頼
み

ま
す
が
、
ラ
ー
マ
は
弟
を
制
し
、
己
れ
が
鹿
を
追
っ
て
森
の
奥
へ
。

胸
騒
ぎ
を
覚
え
た
シ
ー
タ
は
夫
を
助
け
に
行
く
よ
う
に
ラ
ク
サ
マ

ナ
に
命
じ
ま
す
。
兄
の
命
に
従
い
動
こ
う
し
な
い
弟
を
シ
ー
タ
は

な
じ
り
、
兄
の
後
を
追
わ
せ
ま
す
。
そ
こ
へ
ラ
ン
カ
国
の
悪
魔
ラ
バ

ナ
王
が
登
場
。
金
の
鹿
は
ラ
バ
ナ
が
遣
わ
し
た
囮
だ
っ
た
の
で
す
。

ラ
バ
ナ
は
ラ
ー
マ
の
猿
の
軍
勢
を
手
な
ず
け
、
シ
ー
タ
を
誘
拐
し

ま
す
。

第
二
場
面
　
ラ
バ
ナ
王
の
宮
殿

　
ラ
バ
ナ
王
の
宮
殿
に
幽
閉
さ
れ
、
嘆
き
悲
し
み
命
を
自
ら
絶
と

う
と
す
る
シ
ー
タ
を
、
ラ
バ
ナ
の
姪
ト
リ
ジ
ャ
タ
が
慰
め
ま
す
。

そ
こ
に
猿
の
勇
者
ア
ノ
マ
ン
が
現
れ
、
シ
ー
タ
は
は
じ
め
警
戒
し

ま
す
が
、
ラ
ー
マ
か
ら
の
指
輪
を
見
て
安
心
し
、
自
分
の
髪
飾
り

を
ア
ノ
マ
ン
に
託
し
ま
す
。
そ
し
て
ア
ノ
マ
ン
は
ラ
バ
ナ
王
の
宮
殿

を
破
壊
し
ま
す
。

第
三
場
面
　
ラ
ー
マ
と
ラ
ク
サ
マ
ナ
の
出
陣

　
ラ
ー
マ
と
ラ
ク
サ
マ
ナ
が
戦
い
に
赴
き
ま
す
。
す
る
と
ラ
バ
ナ
王

の
息
子
メ
ガ
ナ
ダ
の
弓
か
ら
放
た
れ
た
矢
が
、
鉄
の
蛇
の
鎖
と
な
っ

て
二
人
に
巻
き
つ
き
ま
す
。
そ
こ
に
神
の
鳥
ガ
ル
ー
ダ
が
現
れ
、
鎖

を
食
い
ち
ぎ
っ
て
二
人
を
解
放
し
ま
す
。

第
四
場
面
　
猿
た
ち
の
王
ス
グ
リ
ワ
の
登
場
と
最
期
の
決
戦

　
猿
た
ち
の
王
ス
グ
リ
ワ
が
登
場
し
、
ラ
ー
マ
は
こ
の
戦
い
を
ス
グ

リ
ワ
に
託
し
ま
す
。
ス
グ
リ
ワ
は
自
軍
の
猿
た
ち
に
最
期
の
陣
立

て
を
整
え
る
よ
う
に
命
じ
、
メ
ガ
ナ
ダ
軍
と
の
合
戦
が
始
ま
り
ま

す
。
合
戦
は
決
着
が
つ
か
ぬ
ま
ま
、
ケ
チ
ャ
は
終
わ
り
ま
す
。

ケチャ「ラーマーヤナ物語」のストーリー

ケ
チ
ャ

ケ
チ
ャ		

　
　
　
　  

（
午
後
８
時
頃
か
ら

（
午
後
８
時
頃
か
ら    

８
月
４
日
は
７
時
頃
か
ら

８
月
４
日
は
７
時
頃
か
ら
））

ガ
ム
ラ
ン
の
演
奏
と
踊
り

ガ
ム
ラ
ン
の
演
奏
と
踊
り	

	
	

	
	

	

　
　
　
　（
夕
刻
）

（
夕
刻
）

ヤマ・サリヤマ・サリ

レ
ゴ
ン
・
ス
マ
ラ
ダ
ナ
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情
報
に
よ
っ
て
強
い
快
感
を
生
み
出

す
脳
の
神
経
回
路
が
劇
的
に
活
性

化
さ
れ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
の
で

す
。ト

ラ
ン
ス
を
導
く
音
と
光
の
情
報

こ
う
し
た
デ
ィ
ー
プ
な
ト
ラ
ン
ス

は
、
バ
リ
島
だ
け
で
は
な
く
、
地

球
上
の
多
く
の
伝
統
社
会
や
文
化
で

観
ら
れ
る
こ
と
が
文
化
人
類
学
的
研

究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。地

球
上
に
実
在
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
圏
の
ト
ラ
ン
ス
誘
導
性
の

音
楽
や
芸
能
を
、
視
聴
覚
情
報
の

信
号
構
造
と
い
う
切
り
口
に
着
目

し
て
横
断
的
に
調
べ
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
幾
つ
か
の
共
通
し
た
要

素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
光
（
視
覚
）

情
報
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

の
強
い
色
彩
、
反
射
性
素
材
に
よ

る
閃
光
、
炎
の
よ
う
に
強
さ
が
ゆ

ら
ぐ
光
、威
嚇
の
表
情
な
ど
。
音（
聴

覚
）
情
報
で
あ
れ
ば
、
低
周
波
衝

撃
音
、
耳
に
聞
こ
え
な
い
超
高
周

波
、
絶
え
間
な
い
ゆ
ら
ぎ
、
16
ビ
ー

ト
な
ど
で
す
（
図
４
）。

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ン
ス
誘
導
性
感

覚
情
報
に
よ
っ
て
、
恍
惚
感
や
陶

酔
感
と
い
っ
た
快
感
を
生
み
出
す

脳
の
報
酬
系
神
経
回
路
が
強
力
に

温
め
ら
れ
た
状
態
が
、
意
識
喪
失

に
至
ら
な
い
ラ
イ
ト
・
ト
ラ
ン
ス

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
民
族
や
文
化

固
有
の
ト
リ
ガ
ー
が
弾
か
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
一
気
に
デ
ィ
ー
プ
・

ト
ラ
ン
ス
に
着
火
す
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

″
絆″

を
深
め
る
ラ
イ
ト
・
ト
ラ
ン
ス

こ
こ
で
と
て
も
重
要
な
の
が
、
ラ

イ
ト
・
ト
ラ
ン
ス
誘
導
性
の
音
楽
の

多
く
が
、
複
数
の
人
が
気
合
い
を
合

わ
せ
た
共
同
作
業
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
と

い
う
事
実
で
す
。
そ
の
典
型
的
な
例

が
、
集
団
で
ラ
イ
ト
・
ト
ラ
ン
ス
を

誘
導
す
る
ケ
チ
ャ
で
す
。
19
ペ
ー
ジ

の
「
””絆

の
脳
機
能”

を
目
覚
め
さ
せ

る
ケ
チ
ャ
」
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い

る
よ
う
に
、
百
人
以
上
の
演
者
に
よ
っ

て
指
揮
者
も
な
し
に
奏
で
ら
れ
る
高

速
の
16
ビ
ー
ト
の
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン

は
、
4
つ
の
異
な
る
パ
ー
ト
が
気
合

い
を
合
わ
せ
て
同
時
進
行
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

高
速
の
16
ビ
ー
ト
が
、
そ
れ
を
観
る

人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
演
じ
る
人

に
ま
で
独
特
の
恍
惚
感
や
陶
酔
感
を

引
き
起
こ
す
の
で
す
。
こ
う
し
た
複

数
の
人
が
気
合
い
を
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
高
速
の
16
ビ
ー
ト
を
生
み

出
す
工
夫
は
、
ガ
ム
ラ
ン
や
ジ
ェ
ゴ

グ
に
も
共
通
に
観
ら
れ
ま
す
。
バ
リ

島
社
会
を
は
じ
め
、
ト
ラ
ン
ス
誘
導

性
の
音
楽
と
芸
能
を
育
ん
で
き
た
文

化
は
、
多
く
の
人
び
と
が
以
心
伝
心
・

阿
吽
の
呼
吸
に
よ
り
心
と
力
を
合
わ

せ
た
時
に
だ
け
、
強
烈
な
快
感
を
満

喫
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て

き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

実
は
、
人
間
だ
け
で
な
く
脳
を

も
っ
た
動
物
す
べ
て
に
と
っ
て
、
報

酬
系
神
経
回
路
が
活
性
化
さ
れ
る
こ

と
で
生
ま
れ
る
快
感
は
、
不
快
感
よ

り
も
遙
か
に
強
力
に
動
物
の
行
動
を

支
配
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
ネ

ズ
ミ
を
使
っ
た
脳
内
自
己
刺
激
実
験

な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
ネ
ズ
ミ
の
脳
に
電
極
を
埋
め

込
み
、
自
分
で
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て

報
酬
系
神
経
回
路
を
刺
激
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
、大
嫌
い
な
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
も
の
と
も
せ
ず
、
餌
も
食
べ

ず
に
12
時
間
以
上
連
続
で
、
合
計

5
0
0
0
回
以
上
ス
イ
ッ
チ
を
押
し

続
け
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

20
ペ
ー
ジ
の
「
な
ぜ
バ
リ
島
に
芸

能
の
プ
ロ
が
い
な
い
の
か
」
で
紹
介

し
て
い
る
よ
う
に
、
バ
リ
島
の
人
び

と
は
、
音
楽
や
お
祭
り
で
生
ま
れ
る

ラ
イ
ト
・
ト
ラ
ン
ス
の
快
感
が
動
物

を
強
力
に
惹
き
付
け
る
こ
と
を
上
手

に
利
用
し
て
、
水
争
い
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
伝
統
的
な
仕
組
み
を
発
達

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

ラ
イ
ト
・
ト
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
る
制
御
さ
れ
た
快
感
が
、
争

ト
ラ
ン
ス
の
実
像

「
ト
ラ
ン
ス
」
と
は
「
通
常
と

は
異
な
る
精
神
状
態
」
の
こ
と
を

指
し
、
意
識
変
容
状
態
（A

ltered 
State of C

onsciousness

）
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
日
常
の

心
身
の
状
態
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ

て
昏
倒
し
応
答
で
き
な
く
な
る
よ

う
な
デ
ィ
ー
プ
な
ト
ラ
ン
ス
か
ら
、

坐
禅
や
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

「
精
神
統
一
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う

な
も
の
や
、
音
楽
や
踊
り
な
ど
の
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
よ
る
ご
く
身

近
な
も
の
ま
で
、
非
常
に
幅
広
い
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
含
ま
れ
ま
す
。

 
写
真
1
は
、
バ
リ
島
の
儀
式
で
演

じ
ら
れ
る
奉
納
劇
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
で
、
デ
ィ
ー
プ
な
ト
ラ
ン
ス
状
態

に
な
っ
た
人
の
様
子
で
す
。
ク
リ
ス

と
呼
ば
れ
る
短
剣
を
自
ら
胸
に
突
き

立
て
た
り
、
手
足
や
身
体
全
体
を
棒

の
よ
う
に
硬
直
さ
せ
て
昏
倒
し
、
時

に
は
痙
攣
し
た
よ
う
に
手
足
を
震
わ

せ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
も
、
ト
ラ
ン
ス
状
態
の
最
中
に
は
、

と
て
も
強
い
快
感
を
体
験
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
現
象
は
、ド
ラ
ッ
グ
で
深
く
ト
リ
ッ

プ
し
た
時
に
も
見
ら
れ
る
た
め
、
恐

ろ
し
く
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
全
く

健
康
な
人
が
、ド
ラ
ッ
グ
や
ア
ル
コ
ー

ル
な
ど
を
一
切
使
う
こ
と
な
く
、
従
っ

て
一
切
の
副
作
用
な
く
、
こ
う
し
た

デ
ィ
ー
プ
な
ト
ラ
ン
ス
を
完
全
に
制

御
さ
れ
た
形
で
味
わ
う
こ
と
の
で
き

る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
、バ
リ
島
の
村
々

に
は
実
在
し
て
い
る
の
で
す
。

ト
ラ
ン
ス
の
脳
科
学

芸
能
山
城
組
の
文
明
科
学
研
究
所

で
は
、
こ
う
し
た
デ
ィ
ー
プ
な
ト
ラ

ン
ス
状
態
に
あ
る
人
び
と
の
脳
で
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
十
年
以

上
を
か
け
て
バ
リ
島
の
伝
統
儀
礼
に

お
け
る
奉
納
劇
の
演
者
が
ト
ラ
ン
ス

状
態
に
な
っ
た
時
の
脳
の
状
態
を
、

現
地
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
で
計
測
す

る
こ
と
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た

の
で
す
１
、２
、３

。

そ
の
結
果
、ト
ラ
ン
ス
状
態
に
な
っ

た
人
で
は
、
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
入
ら

な
か
っ
た
人
に
比
較
し
て
、
自
発
脳

波
の
特
に
α
2
、
α
1
、
θ
帯
域

の
パ
ワ
ー
が
い
ず
れ
も
顕
著
に
増
大

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

（
図
1
）。

ま
た
、
脳
波
の
α
波
成
分
が
強
く

な
っ
た
と
き
に
は
、
脳
の
中
で
快
感

を
発
生
さ
せ
る
報
酬
系
神
経
回
路
の

活
動
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
、
脳

波
と
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
M
R
I
と

い
う
先
端
的
な
脳
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
と

の
同
時
計
測
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し

ま
し
た
（
図
2
）。

さ
ら
に
、
現
地
の
ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学

医
学
部
の
協
力
を
得
て
、
儀
式
の
前

後
に
参
加
者
か
ら
採
血
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
血
中
の
神
経
活
性
物
質
が
ど

の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
調
べ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
ト
ラ
ン
ス
状
態
に

な
っ
た
人
で
は
、β
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
、

ド
ー
パ
ミ
ン
、
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

と
い
っ
た
、
脳
の
中
で
自
家
生
産
さ

れ
強
い
快
感
を
引
き
起
こ
す
い
わ
ゆ

る
「
脳
内
麻
薬
」
の
血
中
濃
度
が
、

ト
ラ
ン
ス
状
態
に
な
ら
な
か
っ
た
人

と
比
較
し
て
、
劇
的
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
（
図
３
）。

こ
う
し
た
研
究
か
ら
、
ト
ラ
ン
ス

状
態
に
あ
る
人
の
脳
の
中
で
は
、
ド

ラ
ッ
グ
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
薬
剤

を
一
切
使
う
こ
と
な
し
に
、
視
聴
覚

い
を
避
け
る
た
め
に
不
可
欠
な
一
時

的
な
「
我
慢
」
や
「
痛
み
」
を
超
え
て
、

人
び
と
を
大
局
的
な
幸
福
へ
と
自
然

に
誘
う
強
い
圧
力
に
な
り
得
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
る

と
、
心
と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
ラ
イ
ト
・
ト
ラ
ン
ス
を
実
現
で
き

る
民
族
と
文
化
だ
け
が
、
諍
い
と
分

断
を
超
え
て
進
化
の
淘
汰
に
打
ち
克

ち
、
現
在
ま
で
生
き
延
び
て
き
た
と

言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

魂
を
震
わ
せ
る
低
周
波
衝
撃
音

を
生
み
出
す
巨
竹
打
楽
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
ジ
ェ
ゴ
グ
、
世
界
最
強
の
超
高

周
波
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
・
ガ
ム
ラ
ン
、

揺
ら
め
く
灯
火
に
照
ら
さ
れ
人
声
で

1
時
間
近
く
も
16
ビ
ー
ト
を
奏
で
る

ケ
チ
ャ
な
ど
、
ケ
チ
ャ
ま
つ
り
空
間

は
、
ま
さ
に
ラ
イ
ト
・
ト
ラ
ン
ス
誘

導
性
の
音
と
光
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
”絆

の
脳
機
能”

が
炸
裂
す
る

祝
祭
空
間
で
ラ
イ
ト
・
ト
ラ
ン
ス
を

と
も
に
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
諍

い
と
分
断
を
超
え
た
地
球
の
未
来
の

姿
を
思
い
描
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

１	
O

ohashi T, et al., C
linical N

euro-
physiology 113: 435-445, 2002.

２	
K

aw
ai N

, et al., N
euroreport 12: 

3419-3423, 2001.

３	
K

aw
ai N

, et al., N
euroreport 28: 949-

955, 2017.

図３ トランス中には自己快感物質（脳内麻薬）の
血中濃度が劇的に増加
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図４　トランスを誘導する視聴覚情報要素の候補

要素の候補 実例
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図 2　脳波α波パワーが強いときは脳の報酬
系神経回路が活性化する

図1　トランス状態では脳波α波のパワーが増大
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1920

ケ
チ
ャ
の
魅
力
の
最
大
の
源
泉

は
、
猛
烈
な
速
さ
の
16
ビ
ー
ト
の
声

が
つ
く
る
網
目
模
様
で
す
。

そ
れ
は
、「
チ
ャ
ッ
」
と
叫
び
声
で

構
成
す
る
互
い
に
異
な
る
４
種
類
の

リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
を
同
時
並
行
で
走

ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。

「
チ
ャ
ッ
」
の
数
を
実
測
す
る
と
、

１
秒
間
に
最
高
12
～
13
回
と
い
う
信

じ
ら
れ
な
い
値
に
達
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
同
時
に
発
せ
ら
れ
る
「
チ
ャ
ッ
」

の
数
を
足
し
合
わ
せ
る
と
、
２
→
１

→
２
→
１
と
な
り
、
強
弱
の
リ
ズ
ム

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
（
図
右
）。
こ
の

迅
速
精
緻
な
パ
タ
ー
ン
を
、
し
ば
し

ば
百
人
を
こ
え
る
、
し
か
も
音
楽
の

プ
ロ
で
は
な
い
人
々
に
よ
っ
て
一
糸
乱

れ
ぬ
精
密
さ
で
実
現
さ
せ
て
い
る
の

は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
な
の

で
し
ょ
う
か
。

制
御
の
シ
ス
テ
ム

ケ
チ
ャ
の
円
陣
は
、
百
人
規
模
に

な
る
と
直
径
20
ｍ
を
優
に
超
え
ま

す
。
音
は
空
気
中
の
移
動
速
度
が
１

秒
間
に
約
３
４
０
ｍ
な
の
で
、
円
陣

の
端
か
ら
端
ま
で
伝
わ
る
の
に
約
０
・

06
秒
か
か
り
ま
す
。
20
ｍ
も
離
れ
た

ケ
チ
ャ
の
環
の
反
対
側
か
ら
発
せ
ら

れ
る
「
チ
ャ
ッ
」
と
い
う
叫
び
声
は

約
０
・
06
秒
遅
れ
て
耳
に
到
達
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
「
チ
ャ
ッ
」

と
い
う
叫
び
声
は
、
１
秒
間
に
12
～

13
回
の
頻
度
な
の
で
、「
チ
ャ
ッ
」
と

次
の
「
チ
ャ
ッ
」
の
間
隔
は
０
・
08
秒

前
後
と
な
り
、
20
ｍ
先
の
「
チ
ャ
ッ
」

が
耳
に
届
く
ま
で
の
約
０
・
06
秒
の

「
ず
れ
」（
時
差
）
は
、
０
・
08
秒
ご

と
に
刻
ま
れ
る
ケ
チ
ャ
の
16
ビ
ー
ト

に
と
っ
て
は
と
う
て
い
無
視
で
き
な

い
も
の
で
す
。
よ
っ
て
音
を
頼
り
に

し
て
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
不

可
能
で
す
。

視
覚
情
報
は
光
速
で
移
動
し
事

実
上
時
差
を
無
視
で
き
る
の
で
、
タ

イ
ミ
ン
グ
を
あ
わ
せ
る
の
に
指
揮
棒

が
有
効
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

ケ
チ
ャ
を
演
じ
な
が
ら
指
揮
棒
を
視

る
こ
と
は
で
き
せ
ん
。

つ
ま
り
ケ
チ
ャ
は
、
何
ら
か
の
制

御
信
号
（
た
と
え
ば
デ
ジ
タ
ル
機
器

の
タ
イ
ム
コ
ー
ド
の
よ
う
な
ク
ロ
ッ

ク
信
号
）
で
制
御
し
て
動
作
を
一
致

さ
せ
る
〈
オ
ン
ラ
イ
ン
同
期
〉
と
は

ま
っ
た
く
異
な
り
、
制
御
の
痕
跡
さ

え
見
当
た
ら
な
い
の
に
、
ま
る
で
指

揮
系
統
が
存
在
す
る
か
の
ご
と
く
、

〈
以
心
伝
心
〉、〈
阿
吽
の
呼
吸
〉
で
ケ

チ
ャ
の
一
糸
乱
れ
ぬ
リ
ズ
ム
を
成
り

立
た
せ
る
〈
オ
フ
ラ
イ
ン
同
期
〉
が

実
現
し
て
い
る
の
で
す
。

シ
ス
テ
ム
制
御
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

〈
オ
フ
ラ
イ
ン
同
期
〉
を
可
能
に
す

る
仕
組
み
は
、
ケ
チ
ャ
の
円
陣
の
配

列
に
仕
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ケ
チ
ャ

の
４
種
類
の
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
の
担

当
者
は
、
西
洋
音
楽
の
四
部
合
唱
の

よ
う
に
パ
ー
ト
ご
と
に
固
ま
る
の
で

は
な
く
、「
チ
ャ
ッ
」
の
パ
タ
ー
ン
の

各
担
当
者
た
ち
が
、
自
分
の
前
後
左

右
に
４
種
類
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
な
る

小
ユ
ニ
ッ
ト
が
で
き
あ
が
る
よ
う
に

並
び
ま
す
（
図
左
）。
こ
れ
に
よ
り
、

４
種
類
の
パ
タ
ー
ン
の
空
間
分
布
は

均
等
に
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
小
ユ
ニ
ッ

ト
の
中
で
リ
ズ
ム
の
か
み
合
わ
せ
が

形
成
さ
れ
ま
す
。
声
を
聴
い
て
あ
わ

せ
る
の
で
は
な
く
、
気
合
で
あ
わ
せ

る
の
で
す
。
誰
が
〈
マ
ス
タ
ー
〉（
主
）

で
誰
が
〈
ス
レ
ー
ブ
〉（
従
）
と
い
う

主
従
関
係
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
こ
の

小
ユ
ニ
ッ
ト
が
継
ぎ
目
な
く
拡
が
っ

て
円
陣
全
体
を
形
成
し
、
ど
ん
な
に

円
陣
が
大
き
く
な
っ
て
も
ど
こ
に
も

時
差
や
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
生
じ
る
こ

と
の
な
い
一
糸
乱
れ
ぬ
ケ
チ
ャ
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
互
い

の
躰
が
触
れ
合
う
く
ら
い
の
距
離
に

あ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。〈
気
配
〉
を

互
い
に
感
じ
あ
い
、
通
じ
合
う
こ
と

が
可
能
に
な
る
か
ら
で
す
。
こ
の
と

き
働
く
の
は
、
地
球
の
動
物
た
ち
に

言
語
性
の
脳
機
能
が
現
れ
る
よ
り
も

も
っ
と
前
に
生
ま
れ
た
脳
の
活
性
で
、

〈
気
配
〉、〈
以
心
伝
心
〉、〈
阿
吽
の
呼
吸
〉

を
司
る
働
き
で
あ
り
、
生
命
と
生
命

を
直
接
結
ぶ
〔
絆
の
脳
機
能
〕
の
働

き
で
す
。

〔
絆
の
脳
機
能
〕
は
、
ホ
モ
・
サ

ピ
エ
ン
ス
本
来
（
デ
フ
ォ
ー
ル
ト
）

の
活
性
と
し
て
ど
ん
な
人
に
も
プ
リ

セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
真
髄
〈
オ
フ
ラ
イ
ン
同
期
〉
を
誰

も
が
簡
単
に
実
感
で
き
る
特
別
な

ケ
ー
ス
が
ケ
チ
ャ
で
す
。

絆
の
脳
機
能
の
目
覚
め

ケ
チ
ャ
は
い
う
な
れ
ば
、〈
絆
〉

を
可
視
化
、
可
聴
化
、
可
触
化
し
た

〔
絆
の
科
学
〕
で
あ
り
、〈
絆
〉
を
実

践
・
堪
能
・
陶
酔
可
能
に
し
た
〔
絆

の
技
術
〕
で
あ
り
、〈
絆
〉
を
祝
祭
化
・

儀
礼
化
・
様
式
化
し
た
〔
絆
の
芸
術
〕

で
す
。
Ａ
Ｉ
な
ど
電
子
情
報
を
媒
体

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
依

存
が
極
度
に
高
ま
っ
た
現
代
に
あ
っ

て
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
本
来
の
〔
絆

の
脳
機
能
〕
を
取
り
戻
し
、
そ
れ
を

存
分
に
堪
能
で
き
る
ケ
チ
ャ
の
意
味

は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
貴
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

1
9
3
6
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出

版
さ
れ
た
ミ
ゲ
ル
・
コ
バ
ル
ビ
ア
ス

の
名
著
『
バ
リ
島
』
に
は
、「
バ
リ

島
の
芸
術
家
は
本
質
的
に
職
人
で

あ
る
と
同
時
に
気
楽
な
無
名
の
し
ろ

う
と
で
も
あ
っ
て
、
自
分
の
名
を
後

世
に
残
そ
う
と
し
て
く
れ
る
人
な
ど

誰
も
い
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
、
腕

を
ふ
る
う
の
で
あ
る
。（
中
略
）
役

者
や
楽
士
は
村
の
饗
宴
に
は
報
酬

な
し
で
出
演
し
、
私
的
な
祭
事
の

演
し
物
に
つ
い
て
報
酬
代
わ
り
に
手

厚
く
も
て
な
さ
れ
ご
馳
走
に
な
る
。」

と
あ
り
ま
す
。
今
の
バ
リ
島
で
も
、

コ
バ
ル
ビ
ア
ス
が
お
よ
そ
一
世
紀
前

に
見
た
バ
リ
島
と
全
く
同
様
に
、
あ

ら
ゆ
る
芸
術
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の
村
人

に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

バ
リ
島
に
は
そ
も
そ
も
「
芸
術
」

や
「
芸
術
家
」
に
あ
た
る
言
葉
が

あ
り
ま
せ
ん
。
芸
術
品
と
も
い
え
る

精
緻
な
造
形
物
の
創
作
や
、
人
々
を

魅
了
し
て
や
ま
な
い
芸
能
を
演
じ
る

こ
と
は
、彼
ら
に
と
っ
て
す
べ
て
「
ン

ガ
ヤ
」（ngayah

バ
リ
語
）
と
い
う

祭
り
や
神
々
へ
の
奉
仕
の
行
為
で

す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
創
作
や
芸

能
に
よ
っ
て
個
人
的
な
収
入
を
得
る

こ
と
は
、
原
則
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

「
収
入
を
得
て
身
を
立
て
る
こ
と
＝

プ
ロ
」
な
の
で
あ
れ
ば
、
バ
リ
島
に

は
プ
ロ
は
存
在
し
な
い
の
で
す
。

で
は
な
ぜ
、
バ
リ
島
の
人
々
は
、

金
銭
を
貰
わ
ず
と
も
芸
を
磨
き
、

惜
し
み
な
く
手
間
暇
を
か
け
た
芸

術
・
芸
能
に
あ
ふ
れ
た
絢
爛
た
る
祭

り
を
営
み
つ
づ
け
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

そ
れ
は
金
銭
よ
り
も
豊
か
な
恩

恵
が
あ
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

第
一
に
、
バ
リ
島
の
芸
能
に
は
生
理

的
に
快
感
を
誘
起
す
る
力
が
あ
り

ま
す
。
脳
の
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
系
や

オ
ピ
オ
イ
ド
神
経
系
と
い
っ
た
快
感

の
神
経
回
路
を
強
力
に
活
性
化
さ

せ
る
情
報
で
、
初
め
て
触
れ
た
人
々

で
も
魅
了
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
音

の
要
素
と
し
て
は
、
ノ
リ
の
よ
い
16

ビ
ー
ト
や
人
間
の
可
聴
域
を
超
え
る

複
雑
な
高
周
波
音
、
低
周
波
衝
撃

音
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
視
覚
的

な
要
素
と
し
て
は
、
強
い
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
、
鮮
や
か
な
色
彩
、
複
雑
に
ゆ

ら
ぐ
炎
や
反
射
光
、
威
嚇
の
表
情
パ

タ
ン
の
仮
面
な
ど
を
多
用
し
ま
す
。

快
感
を
誘
起
す
る
匂
い
も
用
い
ら
れ

ま
す
。
い
ず
れ
も
人
間
の
脳
に
否
応

な
し
に
快
感
を
発
生
さ
せ
る
情
報
で

す
（
17
ペ
ー
ジ
「
諍
い
と
分
断
を
超

え
る
「
ラ
イ
ト
・
ト
ラ
ン
ス
」」
参

照
）。
バ
リ
島
芸
能
に
は
快
感
を
誘

起
す
る
情
報
が
飛
び
抜
け
て
濃
密

に
含
ま
れ
て
い
て
、
地
球
上
の
様
々

な
芸
能
の
中
で
も
右
に
出
る
も
の
は

な
い
で
し
ょ
う
。

第
二
は
、
社
会
の
争
い
を
抑
止
し

て
祭
仲
間
の
調
和
を
実
現
す
る
と
い

う
利
点
で
す
。
バ
リ
島
は
、
愛
媛
県

ぐ
ら
い
の
小
さ
な
島
で
す
。
島
の
ほ

ぼ
中
央
に
2
0
0
0
〜
3
0
0
0
m

級
の
火
山
を
複
数
有
し
、
複
雑
な

起
伏
に
富
ん
だ
傾
斜
地
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
そ
の
ま
ま
で
は
水
は
、
山
か

ら
海
へ
谷
川
を
流
れ
落
ち
て
い
き
ま

す
。
こ
う
し
た
複
雑
な
地
形
は
、
稲

作
を
営
む
た
め
の
灌
漑
用
水
の
安
定

的
確
保
と
い
う
点
で
決
し
て
有
利
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
有
限
の
水

資
源
を
分
配
す
る
稲
作
社
会
で
は
、

水
争
い
が
つ
き
も
の
で
す
。
無
数
に

あ
る
分
水
設
備
で
は
、
水
配
分
を
め

ぐ
る
利
害
の
対
立
が
潜
在
的
に
存

在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
を
め
ぐ
る

対
立
を
顕
在
化
さ
せ
ず
争
い
を
抑
止

し
て
い
る
の
が
、
集
団
で
行
う
芸
能

と
祭
り
の
存
在
で
す
。
バ
リ
島
で
は
、

芸
能
や
祭
り
を
行
う
祭
仲
間
が
同

時
に
水
を
分
け
合
う
水
仲
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
水
争
い
に
よ

り
水
仲
間
が
分
裂
す
る
こ
と
は
、
祭

仲
間
と
し
て
協
働
し
て
神
聖
な
祭

り
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

を
避
け
よ
う
と
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
が
働
く
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
は
、
水

争
い
を
抑
止
す
る
効
果
が
あ
り
、
法

律
で
抑
止
す
る
方
法
に
比
べ
て
効
果

的
で
あ
る
こ
と
を
歴
史
が
証
明
し
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
に
調
べ
尽
く
し
て

も
、
バ
リ
島
に
は
水
争
い
の
形
跡
が

見
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

第
三
は
、
人
々
が
自
然
に
ま
と
ま

り
、
絆
が
深
ま
る
と
い
う
利
点
で
す
。

ケ
チ
ャ
を
は
じ
め
と
す
る
バ
リ
島
の

芸
能
は
、
大
勢
の
人
々
に
よ
る
見
事

な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
い
う
、
世
界
で

も
類
を
み
な
い
演
出
を
そ
の
特
徴
と

し
て
い
ま
す
。
バ
リ
島
の
人
々
は
、
前

ペ
ー
ジ
の
「

”絆
の
脳
機
能”

を
目
覚

め
さ
せ
る
ケ
チ
ャ
」
で
も
触
れ
て
い

る
よ
う
に
、
阿
吽
の
呼
吸
で
互
い
に

他
者
と
同
期
・
同
調
す
る
こ
と
で
、

一
人
で
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い
圧
倒

的
な
集
団
表
現
を
実
現
し
、
そ
の

快
感
の
醍
醐
味
を
共
有
し
て
い
ま

す
。
ケ
チ
ャ
で
も
ガ
ム
ラ
ン
で
も
気

合
い
を
合
わ
せ
て
一
糸
乱
れ
ぬ
演
奏

が
成
功
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
快
感

を
誘
起
す
る
情
報
が
増
強
さ
れ
て

脳
に
入
力
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
て
、
演
者
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
見
る

も
の
す
べ
て
を
陶
酔
の
境
地
に
誘
い

ま
す
。
こ
れ
は
人
間
の
脳
に
、
他
者

と
同
期
・
同
調
す
る
こ
と
で
快
感
を

発
生
さ
せ
る
、
い
わ
ば
絆
の
快
感
炸

裂
回
路
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
報
酬
体
験
と

灌
漑
用
水
の
確
保
と
い
う
現
実
的
な

利
益
に
よ
っ
て
、
人
々
は
ま
す
ま
す

自
然
に
ま
と
ま
り
、
社
会
の
絆
が
深

ま
っ
て
い
き
ま
す
。

バ
リ
島
の
人
々
が
祭
り
に
生
き
る

こ
と
は
、
究
極
の
ご
褒
美
を
共
有
し

て
豊
か
に
生
き
る
社
会
を
築
く
た
め

の
生
存
戦
略
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

芸
能
を
担
う
人
々
が
全
員
ア
マ
チ
ュ

ア
の
村
人
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
戦

略
を
成
立
さ
せ
る
必
須
の
要
件
の

一
つ
な
の
で
す
。
芸
能
の
あ
り
方
が

社
会
の
持
続
性
と
豊
か
さ
を
支
え
、

様
々
な
時
代
の
変
化
を
乗
り
越
え

て
本
質
を
見
失
う
こ
と
な
く
生
き

続
け
て
い
る
奇
蹟
の
島
、
そ
れ
が
バ

リ
島
な
の
で
す
。

ケチャの４つのリズムパターン

Pun PunPunタンブール
プニャチャ
チャクリマ
チャクナム
プニャンロット

４つの合成

＝「チャッ」
Sirrr

時間

４
つ
の
パ
タ
ー
ン

リズムパターンの配列

1 2 3 4

2 3 4

4

1

3 1 2

4 1 2 3

①プニャチャ
②チャクリマ
③チャクナム
④プニャンロット

1

2

3

4

図　図　ケチャのリズムケチャのリズムパターンパターン

な
ぜ
バ
リ
島
に
芸
能
の
プ
ロ
が
い
な
い
の
か
？

河
合 

徳
枝

”絆
の
脳
機
能”

を
目
覚
め
さ
せ
る
ケ
チ
ャ
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芸
能
山
城
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山
城
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空
前
の
超
広
帯
域
音
生
成
シ
ス
テ
ム

ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
フ
ェ
ク
ト

を
発
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
40
キ
ロ

ヘ
ル
ツ
を
こ
え
、
で
き
れ
ば
80
キ
ロ

ヘ
ル
ツ
を
も
上
回
る
複
雑
性
構
造
を

も
つ
音
響
電
気
信
号
を
空
気
振
動
に

変
換
し
、
照
射
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
性
能
を
も
っ
た
ト

ラ
ン
ス
デ
ュ
ー
サ
ー
は
こ
れ
ま
で
存

在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
現
象
の
発
見
者
・
大
橋
力
（
芸
能

山
城
組
組
頭
山
城
祥
二
）
を
中
心
に
、

こ
の
困
難
な
課
題
に
取
り
組
み
、
高

周
波
に
つ
い
て
は
1
6
0
キ
ロ
ヘ
ル

ツ
ま
で- 1

0
d
B

、
2
0
0
キ
ロ
ヘ
ル

ツ
ま
で- 2

4
d
B

と
い
う
超
高
周
波

電
気
信
号
を
空
気
振
動
に
変
換
す

る
空
前
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
（
図
１
）。

圧
電
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

こ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
第

一
に
、
私
た
ち
が
京
セ
ラ
株
式
会
社

と
共
同
開
発
し
た
バ
イ
モ
ル
フ
型
圧

電
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
超
高
域

音
生
成
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
驚
異
的
な
超
高
周
波
の
生
成
が

実
現
し
、
基
幹
脳
活
性
化
効
果
を
も

つ
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
サ
ウ
ン
ド
が

生
成
さ
れ
ま
す
。

レ
ゾ
ネ
ー
ト
チ
ェ
ン
バ
ー

O
O
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p.8

の
第
二
の
特
徴
は
、レ
ゾ
ネ
ー
ト
チ
ェ

ン
バ
ー
方
式
と
い
う
新
た
に
開
発
さ

れ
た
筐
体
（
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
）

に
あ
り
ま
す
。

い
ま
電
子
情
報
を
空
気
振
動
に
変

換
す
る
た
め
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る

ス
ピ
ー
カ
ー
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

に
は
、
図
２
に
示
す
よ
う
な
さ
ま
ざ

ま
な
方
式
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
す

べ
て
は
、
い
か
に
筐
体
の
固
有
振
動

を
打
ち
消
す
か
に
注
力
し
て
お
り
、

そ
れ
が
ス
ピ
ー
カ
ー
設
計
の
鉄
則
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
てO

p
.8

は
真
逆
の

発
想
を
と
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
に
共

鳴
し
響
き
を
豊
か
に
す
る
レ
ゾ
ネ
ー

ト
チ
ェ
ン
バ
ー（
共
鳴
筐
）を
創
造
し
、

こ
れ
を
使
用
し
ま
し
た（
図
３
）。
チ
ェ

ン
バ
ー
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
押
し
出
し

成
形
さ
れ
、
弦
楽
器
の
共
鳴
胴
の
よ

う
に
魂
柱
を
立
て
た
そ
の
筐
体
全
体

が
共
振
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か

で
美
し
い
響
き
に
加
え
て
40
㎝
口
径

の
ダ
ブ
ル
サ
ブ
ウ
ー
フ
ァ
ー
並
み
の

重
低
音
生
成
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

O
p.8

の
生
成
音

こ
う
し
て
実
現
し
たO

p
.8

か
ら

生
み
出
さ
れ
る
音
は
あ
く
ま
で
も
透

明
に
徹
し
、
力
強
く
し
か
も
繊
細
を

極
め
、
さ
ら
に
息
を
呑
む
ほ
ど
の
リ

ア
リ
テ
ィ
を
具
え
て
い
ま
す
。
こ
の

音
質
と
、ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
フ
ェ

ク
ト
を
発
現
さ
せ
る
超
高
周
波
を
十

分
に
再
生
す
る
能
力
と
を
兼
ね
そ

な
え
たO

O
H

A
SH

I M
O

N
ITO
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O

p.8

に
匹
敵
す
る
音
生
成
シ
ス
テ
ム

は
、ス
タ
ジ
オ
モ
ニ
タ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー

を
含
め
て
過
去
、
現
在
、
世
界
に
存

在
し
て
い
ま
せ
ん
。

ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
フ
ェ
ク

ト
と
は

こ
の
音
生
成
シ
ス
テ
ム
誕
生
の
背

景
と
な
る
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ

フ
ェ
ク
ト
の
根
本
現
象
は
、
複
雑
性

超
高
周
波
が
可
聴
音
と
共
存
す
る

と
、
中
脳
、
視
床
、
視
床
下
部
、
前

頭
前
野
な
ど
の
脳
の
基
幹
的
な
領
域

（
基
幹
脳
）
の
血
流
が
顕
著
に
増
大

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
基
幹
脳
の

血
流
増
大
を
反
映
し
て
脳
波
α
波
の

増
大
、
免
疫
活
性
の
増
強
、
ス
ト
レ

ス
ホ
ル
モ
ン
の
低
下
、
血
糖
値
上
昇

の
抑
制
、
音
へ
の
接
近
行
動
、
音
の

快
適
な
知
覚
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

効
果
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
（
図
４
）。

こ
う
し
た
効
果
を
も
つ
超
高
周
波

を
受
容
し
て
い
る
の
は
耳
で
は
な
く

体
表
面
で
す
。
私
た
ち
の
脳
は
、
体
全

体
に
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
サ
ウ
ン
ド
を

浴
び
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
の
で
す
。

現
代
病
の
防
御
に

む
け
て

人
類
の
遺
伝
子
と

脳
の
進
化
の
舞
台
と

な
っ
た
熱
帯
雨
林
の

自
然
環
境
音
に
は
、

超
高
周
波
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
現
代
病

が
蔓
延
す
る
都
市

の
環
境
音
に
は
超
高

周
波
は
ほ
と
ん
ど
含

ま
れ
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
人
類
の
遺
伝
子

や
脳
の
設
計
か
ら
か

け
離
れ
た
、
超
高

周
波
を
欠
落
さ
せ
た
音
環
境
は
、
基

幹
脳
の
血
流
を
低
下
さ
せ
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
う
つ
、
認
知
症
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
現
代
病
の
引
金
を
引
く
危

険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
現
代
病
に
対
し
て
、
薬
物
療
法

や
遺
伝
子
治
療
な
ど
物
質
面
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
の
で
は
な
く
、
人
類

の
遺
伝
子
や
脳
に
適
合
性
の
高
い
情

報
環
境
を
創
成
す
る
こ
と
に
よ
り
ア

プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
す
る
「
情
報
医

療
」
が
近
年
注
目
を
集
め
て
お
り
、

O
O

H
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I M
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p.8

は

そ
の
切
り
札
と
し
て
、
い
く
つ
も
の

実
証
研
究
に
使
用
さ
れ
は
じ
め
て
い

ま
す
。
22
世
紀
型
の
こ
の
音
生
成
シ

ス
テ
ム
が
拓
く
新
し
い
音
世
界
と
研

究
の
展
望
に
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

価格破壊アイテムとしての Op.8
　Op.8 と同等の性能をもつ音生成装置は、スタジオモニター

を含めて世界に存在していません。唯一の例外 Oohashi 
Monitor Reference Model を除いて。このレファレンスモデ

ルは、サブウーファー TAD TL-1601D 40cm コーン×2、ウー

ファーTAD オリジナル TL-1001 27cmコーン×２、スクォー

カー TAD オリジナル 35φ ベリリウム振動版＋サマリウムコ

バルトコンプレッションドライバー＋ TAD オリジナル NTH-
1501 ホーン、トゥイーター TAD オリジナル非結晶ダイアモン

ドドーム ST1001×２。以上をアビトン合板を用いた高剛性、

凄
い
ト
ラ
ン
ス
デ
ュ
ー
サ
ー
が

現
れ
た

世
界
各
地
で
多
く
の
ス
タ
ジ
オ
設
計

に
携
わ
り
、
そ
の
な
か
で
多
種
多
様

の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
を
聴
い
て
き
た

私
に
と
っ
て
も
、O

p.8

は
そ
れ
ら
と

は
隔
絶
し
た
高
音
質
を
具
え
た
全
く

新
し
い
音
生
成
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
驚

愕
し
て
い
る
。凄
い
ト
ラ
ン
ス
デ
ュ
ー

サ
ー
が
現
れ
た
。

O
O
H
ASH
I M
O
N
ITO
R O
p.8

は
ハ

イ
レ
ゾ
再
生
シ
ス
テ
ム
の
最
高
レ
ベ

ル
の
基
準
器
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
豊
島
政
実
氏
・
ス
タ
ジ
オ
設
計
者
）

オ
ー
デ
ィ
オ
を
聴
く
と
い
う
概

念
を
忘
れ
さ
せ
た

ス
ピ
ー
カ
ー
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
な

い
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
。
試
聴
を
し

て
い
る
時
、
聴
き
始
め
て
数
秒
で
ス

ピ
ー
カ
ー
を
評
論
す
る
気
が
失
せ

た
。
ス
ピ
ー
カ
ー
よ
り
も
、
自
分
の

目
の
前
に
現
れ
た
楽
曲
の
世
界
に
夢

中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
完

全
な
ま
で
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
達
成
し

た
サ
ウ
ン
ド
と
い
う
の
は
、
耳
を
飛

び
越
え
て
脳
に
直
結
し
、
今
自
分
が

ど
こ
に
い
る
か
す
ら
認
識
を
変
え
て

し
ま
う
力
が
あ
る
。
今
ま
で
聞
い
た

ど
の
ス
ピ
ー
カ
ー
と
も
違
う
、
強
烈

な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
た
ス
ピ
ー

カ
ー
と
言
え
よ
う
。

（
井
上
揚
介
氏
・
オ
タ
イ
オ
ー
デ
ィ

オ 

株
式
会
社
代
表)

  OOHASHI MONITOR Op.8　主な仕様 
型　　　　式	 :３ウェイブックシェルフ型
内 蔵 アンプ 	 :３ウェイマルチアンプ
低域用ユニット	 : 10cmコーン型ダイナミック
	   スピーカー
中高域用ユニット	 :チタン逆ドーム
超高周波用ユニット	 : 8素子ピエゾセラミック
インピーダンス	 : 10kΩ
再生周波数帯域	 : 20Hz～ 200kHz（±20dB)
最大出力レベル	 : 95dB
最大外形寸法	 : W145×H280×D205mm
質　　　　量	 : 5.5kg
希望小売価格	 : 880,000円（１台税込 )

低共振構造キャビネットに納めた重量 170kg のシステムを、

Accuphase のパワーアンプ A-100＋M-1000、デバイディン

グネットワーク Accuphase F-15L、グラフィックイコライザー

G-18 を使ってドライブすることで空前の高性能を実現してい

ます。その音は、伝説的スピーカー評論家故長岡鉄男さんが

「自宅に持って帰りたい」と頬ずりしたことで話題になりました。

　このシステムは時価で片チャンネルおよそ 4 千万円と推定

されます。これに対して Op.8 はより性能も音も上廻り、重量は

わずか 5.5kg です。値段は 88万円で、レファレンスモデルの

約 50分の１にすぎません。まさに価格破壊です。

二
十
一
世
紀
の
技
術
力
で
は
不
可

能
だ
っ
た
、
20
ヘ
ル
ツ
か
ら
2
0
0

キ
ロ
ヘ
ル
ツ
と
い
う
超
超
広
帯
域

の
空
気
振
動
を
ブ
ッ
ク
シ
ェ
ル
フ
ス

ピ
ー
カ
ー
タ
イ
プ
の
筐
体
か
ら
生

成
し
〈
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
フ
ェ

ク
ト
〉
を
強
力
に
発
現
す
る
、
と

い
う
奇
跡
を
実
現
し
、
い
ま
世
界

を
驚
愕
さ
せ
て
い
るO

オ

オ

ハ

シ

O
H

A
SH

I 
M

モ

ニ

タ

ー

O
N

ITO
R O オ

ー
パ
ス

p.8 エ
イ
ト

——

。
そ
の
製

品
化
は
容
易
で
な
く
、
オ
ー
デ
ィ
オ

領
域
、
医
学
領
域
、
建
築
領
域
、
芸

術
領
域
な
ど
か
ら
切
望
し
き
り
で

し
た
。
そ
の
製
造
の
可
能
性
が
よ
う

や
く
見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
も
な
く

始
ま
る
予
約
受
付
に
先
立
っ
て
、
こ

の
奇
跡
の
音
生
成
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

100

80

60

40

20

0

dB

50 150 200 kHz1000

図１　空前の帯域を実現した Oohashi Monitor Op.8 の周波数
特性

図３ レゾネートチェンバー方式の発想

弦楽器の共鳴胴のように様々な音
に共鳴し響きを豊かにする共鳴筐
　＝レゾネートチェンバー
それを可能にした “魂柱”

ドライバー

密閉方式 バスレフ（位相反転）方式

フロントダクト リアダクト

ドロンコーン方式 ホーン方式

フロントロード
ホーン

バックロード
ホーン

図 2 さまざまなエンクロージャー方式
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可聴域を超える高周波を含む音が
基幹脳ネットワークを活性化（根本現象）

免疫系 内分泌系 脳波電位 行動反応 心理反応脳血流

美と快の
脳機能

生命活性の
脳機能自律神経系

NK細胞活性 アドレナリン

超
高
周
波
強
調

中脳

視床下部 前頭前野

帯状回皮質

視床・中脳

呈示なし

選
ば
れ
た
好
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の
音
量
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5

音
に
感
動
し
た

音
質
が
よ
い

耳
当
た
り
よ
い
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図 4　ハイパーソニック・エフェクトの全体像

OOHASHI MONITOR Op.8

二十二世紀を先取りした音生成システム
オオハシ 　　　モニター オーパスエイト

の生産が可能になる

お問い合わせ：株式会社アクション・リサーチ customer@action-net.jp
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生
き
も
の
と
は
何
な
の
か
？

生
き
も
の
と
は
何
な
の
か
？

こ
の
問
い
か
け
に
、
20
世
紀
の
科

学
が
理
に
か
な
っ
た
確
か
な
答
え
を

生
み
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

ひ
と
つ
の
例
は
ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ
ク

に
よ
る
〈
Ｄ
Ｎ
Ａ
２
重
ら
せ
ん
構
造
〉

の
発
見
（
1
9
5
3
）で
す
。

私
の
注
目
す
る
も
う
ひ
と
つ

は
、
数
学
者
フ
ォ
ン
＝

ノ
イ
マ
ン
が

1
9
4
8
年
に
発
表
し
た
〈
自
己
複

製
シ
ス
テ
ム
〉
の
理
論
１

で
す
。
こ
の

理
論
は
、
私
た
ち
に
な
じ
ん
で
い
る

化
学
反
応
で
造
ら
れ
た
生
命
だ
け
で

な
く
、
た
と
え
ば
機
械
工
作
が
造
り

出
す
自
己
複
製
シ
ス
テ
ム
（
生
命
）や
、

核
反
応
が
造
り
出
す
生
命
な
ど
、
想

像
上
の
存
在
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
生
き

も
の
た
ち
を
、
命
を
も
た
な
い
も
の

た
ち
と
は
っ
き
り
区
別
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
驚
く
べ
き
も
の
で
す
。

ま
た
、
21
世
紀
を
迎
え
る
こ
ろ
か

ら
〈
宇
宙
生
物
学
〉
が
活
性
を
高
め

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
地
球
生
命
の

始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
シ
ュ
ヴ
ィ

ン
グ
に
よ
る
〈
地
球
生
命
火
星
起
源

説
〉２
が
提
案
さ
れ
、
も
し
か
す
る
と

私
た
ち
地
球
生
命
は
、
火
星
の
生
物

の
末
裔
な
の
か
も
し
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
最
新
の
科
学
の
稔
り
の
一
部

と
、
そ
れ
と
遠
く
隔
た
っ
た
次
元
で

私
が
創
り
育
て
て
き
た
〈
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
た
自
己
解
体
モ
デ
ル
〉
と
を

同
じ
知
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で

化
合
さ
せ
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
新
し
い
地

球
像
生
命
像
が
現
れ
て
き
ま
す
。
当

然
、
そ
れ
は
学
習
デ
ー
タ
だ
け
を
運

用
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
射
程
に
ま
だ
入

り
ま
せ
ん
。

こ
の
新
し
い
地
球
像
生
命
像
を

テ
ー
マ
に
現
在
執
筆
中
の
『
利
他

の
惑
星
・
地
球
』
の
内
容
は
、
現
代

社
会
の
思
想
と
一
致
し
な
い
も
の
、

対
立
す
る
も
の
、
激
突
す
る
も
の

を
少
な
か
ら
ず
含
み
ま
す
。
し
か

し
、
も
し
地
球
と
地
球
生
命
が
現

在
の
文
明
の
危
機
を
脱
し
て
22
世

紀
ま
で
生
き
延
び
る
と
い
う
幸
運

に
恵
ま
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
未
来

の
人
類
社
会
で
は
、
現
代
社
会
で

正
常
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
稀
な

こ
の
書
の
内
容
の
多
く
は
、
そ
の

未
来
の
地
球
社
会
に
と
っ
て
常
識

で
あ
り
通
念
で
あ
り
良
識
に
他
な

ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
可
能

性
が
き
わ
め
て
大
き
い
、
と
私
は

信
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
書
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
を
、
限
ら
れ
た
紙
幅
の
中
で

ご
披
露
し
ま
し
ょ
う
。

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
自
己
解

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
自
己
解

体
〉
体
〉

生
命
は
、
生
存
し
増
殖
す
る
た
め

に
有
限
の
地
球
環
境
の
も
つ
有
限
の

物
質
と
有
限
の
空
間
と
の
一
部
を
つ
い

や
し
、
や
が
て
生
涯
を
終
わ
る
と
そ

れ
ら
を
環
境
に
還
し
て
原
状
を
回
復

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
球
生
命
の

リ
サ
イ
ク
ル
状
態
は
、
生
態
学
者
オ

ダ
ム
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、
定
説
と

図1　 有限生態系地球環境の原状回復メカニズム(オダムと大橋のモデルの相違)４

真核生命の基本単位〈真核細胞〉は，あらゆる

地球生命にもっとも再利用しやすい共通の部

品へと自分の躰を自ら分解して環境に返還し，

生態系の原状回復に貢献する〈利他的自己解

体〉の仕組を例外なく具えている

生命の
終焉

生命の
終焉

エネルギー
注入
大橋ら (1987)

食物連鎖

原状回復

原状回復

エネルギー
放出

Odum (1971)

プログラムされた自己解体
（制御された生命活動の一部）

自己消化
（生命活動ではない無秩序な自然崩壊）

有限の
空間と物質で
構成された
環境

消　費 生命体

生命活動

真
核
生
命

な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）３
。

こ
の
オ
ダ
ム
の
モ
デ
ル
に
示
さ
れ

た
①
動
物
に
よ
る
捕
食
、
②
微
生

物
に
よ
る
分
解
、
③
共
生
バ
ク
テ
リ

ア
に
よ
る
植
物
へ
の
直
接
摂
取
に
続

く
④
オ
ー
ト
リ
シ
ス
（
自
己
消
化
）

に
つ
い
て
、
オ
ダ
ム
自
身
は
［
生
命

活
動
で
は
な
い
無
秩
序
な
自
然
崩

壊
］
と
し
て
い
ま
す
。
生
き
て
増
え

る
、
と
い
う
命
の
「
往
路
」
は
生
命

自
身
が
自
律
的
に
行
い
、〈
自
己
消
化
〉

と
い
う
自
然
に
還
る
生
命
の
「
復
路
」

の
方
は
外
力
に
委
ね
る
、
と
い
う
一
方

通
行
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
け
を
想
定
し

て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
私
が
想
定
し
た

の
は
、
オ
ー
ト
リ
シ
ス
の
よ
う
に

外
力
に
よ
っ
て
生
命
が
壊
さ
れ
て

元
に
戻
る
プ
ロ
セ
ス
以
外
に
、
も

う
ひ
と
つ
の
経
路
が
あ
り
う
る
、

と
い
う
可
能
性
４

で
す
。
す
な
わ

ち
、〔
生
命
が
自
己
の
遺
伝
情
報
に

制
御
さ
れ
た
状
態
で
、
自
ら
造
り

出
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
な

が
ら
自
己
を
自
ら
分
解
し
て
土
に

還
り
、
生
態
系
を
原
状
回
復
し
て

い
く
〕
と
い
う
生
命
現
象
の
存
在

を
考
え
ま
し
た
。
土
に
還
る
と
い

う
生
命
の
「
復
路
」
も
、
死
後
の

〈
非
生
命
現
象
〉
で
は
な
く
、〈
生

命
現
象
〉
の
中
に
含
ま
れ
、
そ
の

最
後
の
一
コ
マ
を
構
成
す
る
、
と
い

う
考
え
方
で
す
。
こ
の
時
、
生
命

は
み
ず
か
ら
自
己
解
体
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、
そ
の
躰
を

他
の
す
べ
て
の
地
球
生
命
が
再
利

用
で
き
る
共
通
の
部
品
に
分
解
し

て
土
に
還
す
、
と
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
が
〔
遺
伝
子
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
た
利
他
的
自
己
解
体
〕
で

す
。
す
べ
て
の
生
命
に
再
利
用
可

能
な
要
素
に
自
ら
を
分
解
す
る
、

と
い
う
利
他
性
が
こ
こ
で
い
う
自

己
解
体
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

こ
の
と
き
、
生
命
活
動
上
も
っ
と

も
効
率
が
よ
い
の
は
、
細
胞
を
構

成
す
る
ポ
リ
マ
ー
（
た
と
え
ば
蛋

白
質
）
を
分
解
し
て
モ
ノ
マ
ー
（
た

と
え
ば
ア
ミ
ノ
酸
）
に
分
解
し
、
そ

れ
以
上
分
解
し
な
い
、
と
い
う
や

り
方
で
す
。
ア
ミ
ノ
酸
の
よ
う
な

モ
ノ
マ
ー
類
は
ど
れ
も
、
他
の
す

べ
て
の
生
物
が
そ
の
ま
ま
再
利
用

で
き
、
し
か
も
ポ
リ
マ
ー
か
ら
モ

ノ
マ
ー
へ
の
加
水
分
解
で
放
出
さ

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
が
も
っ
と
も

小
さ
い
と
い
う
最
適
な
分
解
で
す
。

さ
ら
に
、 

実
際
の
地
球
生
命
で

こ
う
し
た
自
己
解
体
を
担
う
の
は
、

真
核
細
胞
の
中
に
あ
る
〈
リ
ソ
ソ
ー

ム
〉
と
い
う
細
胞
小
器
官
だ
と
い

う
仮
説
を
立
て
ま
し
た
。
リ
ソ
ソ
ー

ム
と
は
、
細
胞
の
中
で
ポ
リ
マ
ー
を

モ
ノ
マ
ー
に
分
解
す
る
各
種
の
加

水
分
解
酵
素
類
を
集
積
し
た
顆
粒

で
、
す
べ
て
の
真
核
細
胞
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

人
工
生
命
を
創
っ
て
調
べ
る

人
工
生
命
を
創
っ
て
調
べ
る

死
ん
だ
あ
と
自
分
で
自
分
の
躰
を

解
体
す
る
と
い
う
自
己
解
体
は
、
一

見
、
メ
リ
ッ
ト
が
な
さ
そ
う
に
見
え

ま
す
。
こ
う
し
た
生
存
上
不
利
な
突

然
変
異
は
自
然
淘
汰
に
よ
っ
て
消
え

て
し
ま
う
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
そ
れ

が
地
球
生
命
に
広
く
具
わ
っ
て
い
る

の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
20
世
紀

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
と
提
携
し

て
生
ま
れ
た
生
物
学
の
新
領
域
〈
人

工
生
命
〉
を
使
い
、
何
百
世
代
に
も

わ
た
る
進
化
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
調
べ
ま
し
た
５

。

そ
の
結
果
、
自
己
解
体
の
仕
組
を

も
た
ず
自
己
複
製
す
る
だ
け
の
人
工

生
命
は
、
増
殖
の
途
上
で
己
の
躰
に

合
っ
た
棲
み
場
所
や
材
料
を
使
い
尽

く
し
、
不
毛
な
場
所
し
か
残
っ
て
い

な
い
仮
想
環
境
の
状
態
を
自
分
で
造

り
出
し
、
増
殖
が
頭
打
ち
と
な
っ
て

閉
塞
し
て
し
ま
い
ま
す
。

図２　〈自己複製ののち自己解体する生命〉は自己複製の限りない連続で突然変異を多発させ進化的環境適応を加速６
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100

200

300

0 400世代0 400世代

〈自己複製する
だけの生命〉 頭打ち 進化の閉塞

増殖

増殖

自己解体 物質と空間を
 環境へ返還

自己複製を
限りなく反復

突然変異が
限りなく増大

進化的環境
適応が加速

〈自己複製ののち
自己解体する生命〉

世代＝0 20 40 80 160 200 400

個体数 突然変異発生数

自己複製するだけの生命 自己複製ののち自己解体する生命

〈自己複製するだけの生命〉と〈自己複製ののち自己解体する生命〉とが共存する仮想生態系

自己複製するだけの生命

自己複製ののち
自己解体する生命

自己複製するだけ
の生命

自己複製するだけ
の生命

自己複製ののち
自己解体する生命

自己複製ののち
自己解体する生命

次なる著書『利他の惑星・地球』を輝かせる企て次なる著書『利他の惑星・地球』を輝かせる企て

大橋 力（山城祥二大橋 力（山城祥二） ） 
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こ
れ
に
対
し
て
、〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ

れ
た
自
己
解
体
〉
で
は
、
こ
の
く
り

返
し
過
程
の
骨
子
で
あ
る
〈
環
境
の

原
状
回
復
〉に
よ
っ
て
、生
ま
れ
か
わ
っ

て
く
る
生
命
た
ち
の
生
存
活
動
が
確

保
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
生
態
系
全

体
の
一
層
の
〈
成
熟
〉
さ
え
実
現
す

る
と
捉
え
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
優
越
し

た
循
環
過
程
を
〈
解
脱
〉
の
名
の
も

と
に
否
定
す
る
理
由
は
、
私
に
は
見

出
せ
ま
せ
ん
。

解
脱
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
解
放
さ
れ

て
〈
輪
廻
〉
と
い
う
世
界
像
の
全
体

を
肯
定
す
る
〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た

自
己
解
体
〉
の
思
想
は
、
科
学
的
知

見
を
背
景
と
す
る
新
た
な
死
生
観
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
芽
生
え

る
展
望
の
明
る
さ
は
否
定
で
き
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

１	
J. von N

eum
ann: Th

e H
ixon sym

posi
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, John W
iley &

 Sons 
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）
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Ｐ
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ウ
ォ
ー
ド
、
Ｊ
・
カ
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ュ
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ィ
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ぜ
誕
生
し
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の
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』、
河
出
書

房
新
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）
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・
Ｐ
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オ
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態
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）
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科
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）
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橋
力
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基
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）
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ニ
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ト
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別
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）

害
剤
を
加
え
て
も
、
自
己
解
体
は
抑

え
ら
れ
ま
す
（
図
４
）。
こ
れ
は
、
自

己
解
体
の
実
体
が
、
生
体
ポ
リ
マ
ー

を
そ
の
再
利
用
可
能
な
部
品
、
モ
ノ

マ
ー
へ
と
加
水
分
解
す
る
過
程
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
実
験
に
よ
っ
て
、〈
プ
ロ

グ
ラ
ム
さ
れ
た
自
己
解
体
〉
が
現
存

す
る
地
球
生
命
に
実
在
す
る
こ
と
は
、

明
白
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
〈
死
生
観
〉へ
の
展
望

新
た
な
〈
死
生
観
〉へ
の
展
望

現
在
の
地
球
社
会
の
暗
黙
の
常
識

と
し
て
、〈
生
命
の
終
り
を
構
成
す
る

死
〉
と
は
、〔
生
命
の
不
完
全
性
の
現

れ
〕、
い
わ
ば
生
命
の
も
つ
窮
極
的
な

〈
欠
陥
〉
で
あ
り
、
医
療
に
よ
っ
て
克

服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
〈
大
常
識
〉
７   

は
、
こ
こ
に
見
出
さ
れ
た
〔〈
進
化
〉

の
目
醒
ま
し
い
稔
り
と
し
て
の
〈
プ

ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
自
己
解
体
〉
が
必

然
的
に
か
つ
不
可
分
に
導
く
自
発
的

自
律
的
な
生
命
の
終
り
で
あ
る
〈
死
〉

と
い
う
も
の
の
価
値
を
認
め
る
認
識
〕

と
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
こ
と
を
否

定
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
死
に

つ
い
て
の
新
し
い
地
平
に
立
っ
た
本
格

的
な
吟
味
を
、
始
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ち
な
み
に
、
生
命
の
相
互
の
変
換

や
相
互
の
循
環
な
ど
と
い
っ
た
〈
生

ま
れ
か
わ
り
〉
を
視
野
に
入
れ
た
死

生
観
の
体
系
と
し
て
、〈
輪り

ん
ね廻

〉
が
存

在
し
ま
す
。
こ
の
思
想
は
い
く
つ
か

の
点
で
、
自
然
科
学
的
手
段
で
発
見

さ
れ
理
論
化
さ
れ
た
〈
プ
ロ
グ
ラ
ム

さ
れ
た
自
己
解
体
〉
の
考
え
方
と
驚

く
ほ
ど
の
共
通
性
を
観
せ
ま
す
。
た

と
え
ば
、
自
己
解
体
の
生
成
物
〈
生

体
モ
ノ
マ
ー
〉
が
す
べ
て
の
地
球
生

命
の
共
通
部
品
と
し
て
再
利
用
さ
れ

貢
献
す
る
と
い
う
事
象
は
、
地
球
生

命
の
す
べ
て
が
物
質
科
学
的
な
ら
び

に
生
命
科
学
的
に
完
全
に
相
互
の
可

逆
的
変
換
す
な
わ
ち
〈
生
ま
れ
か
わ

り
〉
を
行
い
う
る
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
形
で
輪
廻
思
想
に
物
質
科
学
的
、

生
命
科
学
的
根
拠
を
与
え
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
の
点
に
注
目
す
る
と
、〈
プ

ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
自
己
解
体
〉
の
理

論
は
〈
輪
廻
思
想
〉
を
著
し
く
強
化

す
る
力
を
も
ち
、
そ
の
一
翼
を
成
す

も
の
、
と
観
る
こ
と
も
不
可
能
で
は

な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ

た
自
己
解
体
〉
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、

佛
教
な
ど
で
の
〈
輪
廻
〉
と
思
想
的

に
抵
触
す
る
処
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
は
、
生
ま
れ
か
わ
り
を
永
遠
に

く
り
返
し
続
け
る
〈
輪
廻
転
生
〉
と

は
、す
な
わ
ち
〈
流る

て
ん転

〉
で
あ
り
〈
苦
〉

で
あ
る
、
と
否
定
的
に
定
義
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
尽
き
る
こ
と
の

な
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
截
ち
切
り
循
環

か
ら
脱
出
し
た
〈
解げ

だ
つ脱

〉
こ
そ
、
到

達
す
べ
き
境
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
自
己
複
製
の
の

ち
自
己
解
体
す
る
人
工
生
命
で
は
、

自
己
解
体
に
よ
っ
て
生
体
の
部
品
と

棲
み
場
所
と
が
環
境
に
返
さ
れ
て
生

態
系
の
〈
原
状
〉
が
回
復
す
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
活
用
し
て
自
己
複
製
を
無

限
に
く
り
返
す
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、
新
た
に
生
ま
れ

た
個
体
の
仮
想
遺
伝
子
の
中
に
含
ま

れ
る
突
然
変
異
が
、
自
己
解
体
の
仕

組
を
も
た
な
い
人
工
生
命
に
較
べ
る

と
桁
違
い
に
多
く
現
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
初
め
に
は
生
き
て
い
け
な
か
っ
た

環
境
に
進
出
で
き
る
突
然
変
異
種
が

低
い
確
率
な
が
ら
誕
生
し
、
そ
れ
ら

が
個
体
分
布
を
拡
げ
て
い
た
の
で
し

た
（
図
２
）。

そ
こ
に
は
、〔
環
境
の
原
状
回
復
を

起
点
と
し
て
複
雑
な
過
程
を
辿
る
進

化
の
加
速
〕
と
い
う
次
元
の
高
い
生

存
戦
略
が
成
功
し
た
姿
を
観
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
重
ね
る
と
、
自
己
解
体
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
も
た
な
か
っ
た
原
始
的

な
生
命
が
、
進
化
に
よ
っ
て
自
己
解

体
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
獲
得
し
て
、
よ
り

洗
練
さ
れ
た
進
化
速
度
の
速
い
生
命

に
達
し
た
こ
と
を
支
持
す
る
結
果
も

得
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
球
生
命
を
こ

の
星
に
文
明
を
築
く
ま
で
に
進
化
さ

せ
た
真
髄
、
そ
れ
が
〈
プ
ロ
グ
ラ
ム

さ
れ
た
自
己
解
体
〉
と
い
う
名
の
、

〈
死
〉
と
い
う
事
象
と
不
可
分
に
一
体

化
し
た
過
程
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
自
己

解
体
の
仕
組
を
獲
得
す
る
に
至
ら
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
も
し
か

す
る
と
、
い
ま
だ
単
細
胞
生
命
の
進

化
段
階
を
生
き
る
も
の
た
ち
で
あ
る

可
能
性
を
、
否
定
で
き
な
い
の
で
す
。

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
自
己
解

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
自
己
解

体
〉
の
実
在
の
検
証

体
〉
の
実
在
の
検
証

で
は
、
こ
の
〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ

た
自
己
解
体
〉
は
、
実
在
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
単
細
胞
原

生
動
物
の
一
種
、〈
テ
ト
ラ
ヒ
メ
ナ
〉

を
実
験
材
料
と
し
て
こ
の
困
難
な
課

題
に
挑
み
ま
し
た
６

。

最
大
の
難
関
は
、
テ
ト
ラ
ヒ
メ
ナ

に
い
か
に
し
て
〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ

た
自
己
解
体
〉
を
起
動
さ
せ
る
か
で

す
。
私
は
、
自
己
解
体
を
起
動
す
る

イ
ン
パ
ク
ト
を
、
環
境
か
ら
の
〈
メ
ッ

セ
ー
ジ
〉（
情
報
）
と
し
て
だ
け
テ
ト

ラ
ヒ
メ
ナ
に
伝
達
し
う
る
条
件
を
突

き
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。
そ
の
候
補
は
、
テ
ト
ラ

ヒ
メ
ナ
を
培
養
す
る
温
度
、
p
H
な

ど
の
情
報
で
す
。
こ
れ
ら
を
物
質
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
な
く
イ
ン
パ
ル
ス
性
の

鋭
い
状
態
で
瞬
時
に
〈
情
報
的
環
境

不
適
合
状
態
〉
に
移
行
さ
せ
、
そ
し

て
瞬
時
に
最
適
状
態
に
戻
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
命
の
生
存
を
致
命
的
に

脅
か
す
こ
と
な
く
、
自
己
解
体
を
起

動
を
で
き
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
考

え
た
の
で
す
。

〈
イ
ン
パ
ル
ス
・
シ
ョ
ッ
ク
法
〉
と

名
付
け
た
こ
の
実
験
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
膨
大
な
実
験
条
件
の
検
討

が
必
要
で
す
。
こ
の
課
題
に
敢
然
と

立
ち
向
か
っ
た
の
が
、
私
た
ち
の
研

究
グ
ル
ー
プ
の
上
野
修
博
士
で
す
。

３
年
余
り
を
費
や
し
、
考
え
ら
れ
る

限
り
の
条
件
を
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
設

定
し
て
遂
に
、
テ
ト
ラ
ヒ
メ
ナ
の
遺

伝
子
に
、
生
命
に
対
す
る
破
壊
力
よ

り
も
優
先
し
て
〈
生
存
不
可
能
〉
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
情
報
）
を
伝
達

す
る
条
件
を
見
出
し
ま
し
た
。〔
引

導
を
渡
す
技
〕
の
発
見
で
す
。
こ
う

し
て
見
出
さ
れ
た
実
験
条
件
に
よ
り
、

テ
ト
ラ
ヒ
メ
ナ
が
〔
そ
の
生
体
を
数

時
間
の
内
に
自
ら
溶
か
し
切
っ
て
し

ま
う
〕
と
い
う
現
象
を
、
目
の
当
た

り
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で

す
。そ

の
顕
微
鏡
写
真
が
図
３
で
す
。

イ
ン
パ
ル
ス
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
〔
引

導
〕
を
渡
す
と
、
細
胞
の
中
で
ポ
リ

マ
ー
を
モ
ノ
マ
ー
に
分
解
す
る
加
水

分
解
酵
素
を
詰
め
込
ん
だ
小
さ
な
袋

〈
リ
ソ
ソ
ー
ム
、
蛍
光
染
色
で
オ
レ
ン

ジ
色
に
着
色
〉
が
、
１
時
間
く
ら
い

で
爆
発
的
に
増
え
始
め
ま
す
。
リ
ソ

ソ
ー
ム
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
４
時

間
く
ら
い
で
細
胞
内
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
や
が
て
そ
の
袋
が
破
れ
て
加
水

分
解
酵
素
が
細
胞
内
に
広
が
り
、
急

速
に
細
胞
の
中
身
を
分
解
し
、
最
後

に
細
胞
膜
ま
で
溶
か
し
て
、
６
時
間

く
ら
い
で
細
胞
は
消
え
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
さ
し
く
〈
原
状
回
復
〉
で
す
。

一
方
、
シ
ョ
ッ
ク
と
同
時
に
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
に
書
か
れ
た
遺
伝
情
報
を
ｍ-

Ｒ
Ｎ

Ａ
に
転
写
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
阻
害
す

る
化
学
物
質
を
投
与
す
る
と
、
解
体

が
抑
え
ら
れ
て
亡な

き
が
ら骸

が
土
に
還
れ
ず

ミ
イ
ラ
状
に
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
図

４
）。
こ
の
こ
と
は
、
自
己
解
体
の
仕

組
が
遺
伝
子
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
中
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。次

に
、
シ
ョ
ッ
ク
と
と
も
に
酸
素
の

供
給
を
止
め
て
、
細
胞
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
つ
く
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
す

る
と
、
同
じ
く
自
己
解
体
が
抑
え
ら

れ
ま
す
（
図
４
）。
こ
れ
は
、
自
己
解

体
が
、
細
胞
自
身
が
作
り
だ
す
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
費
や
し
て
行
わ
れ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
過
程

は
オ
ダ
ム
の
い
う
受
動
的
な
自
然
崩

壊
で
は
な
く
、
能
動
的
な
生
命
現
象

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
リ
ソ
ソ
ー
ム
の
つ
く
る

加
水
分
解
酵
素
の
働
き
を
止
め
る
阻 図３　インパルス・ショックが引き起こしたテトラヒメナの自己解体６

インパルス環境ショック

正常な生細胞 リソソーム（オレンジ色の顆粒＊）の増大 細胞の加水分解 解体終了

0 時間 １時間 ２時間 ４時間 ６時間

＊アクリジンオレンジによる蛍光染色

図４　三つのブロッキング・リサーチの結果は〈プログラムされた自己解体〉の実在を支持する6

1時間 2時間 4時間 6時間元の細胞（0時間）

遺伝情報の転写を阻害

エネルギー供給を阻害

リソソームの加水分解
酵素活性を阻害

インパルス・ショック
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